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|研究ノート ii

Hannf、sU nherath， TJ双山弁rredLiJss， ClaimiIig Third 1初tyLo口

in Conlracl Law \200~3) 0)市O1iこイギリス辻、のうJ吋iiーを中'L、lこして

@ ( 3 移転寄せちれた撞先
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主要な判決および制定法二士日

はじめに

1， Hannes Unberath， Transferred Loss， C!afming Third Party Loss 

in Contract Law (20自3)の紹介

E イギリス法の分析

(1 )物品運送法

Dunlop v Lambert (1839) Macl晶円 663

Bill 01 Ladin自Act1855 

The Albazero [1ヨ77lAC 774 
Carriage of Goods by Sea Act 1992 (以上58巻5号)

(2 )寄託

(3 )約束の信託

(4 )保険

(5 )代理

(6 )建築法

St Martins [199( 1 AC 85 

Panatown [2白日1]1 AC 518 

(以上58巻 5号)

;11: す J~l (l > 344;三4全

E 学説の検討

l~79; 



移転させられた損央(:3.古)

U 日本法との比較

(1 )物品運送法

開 ハーグ・ルールズ、および;、ハーヴーヴィスビー・ルールス

(イ) イギリス法

(ウ) 日本法

Carriage of Goods by 5ea Act 1971 

The Aliakmon [1986] AC 785 

国際海上物品運送法

最判昭和44年10月17日判時575号71頁

(2 )建築法

(ア1イギリス法
Anns [1978] AC 728 

Murphy [1991] 1 AC 398 

(イ) 日本法

おわりに

( 1 )物品運送法

最判平成15年11月14日民集57巻10号1561頁

最判平成19年7月6自民集61巻5号1769頁

N. 日本法との比較

(以上本号)

開 ハーグ・ JレーJレズ、および、ハーダーヴイスビー・ Jレールズ

192~11 のフリュッセル コシベンンヨ/は、船荷証むに関する統組員11集を

採択したサこれは、ハーグ・ルールスとして知られており、齢、荷証券による海

上逆送契約のもとでの荷主、船荷証!}にす11'iiしされた荷送人、および証jfO)被

枝問人に対する運送人の権利、義務、および、免責を規定するものである

1968干のブリュソセル・フ口卜コルは、ブリュッセル・コシペンンヨンを改

言」してしミる{これは、ヴィスピー・ルールズとして知勺れており、ハーグ・ルー

ルズを改訂するものである〕ブリユソセル・コンベン〆ヨンおよびプロトコル

は単 の法律として読まれ、訳されており、最初および改訂版の規則集は単

の税目11集を形作り、ハーグ l'jィスピーールールスとして知られている。

北法SDu. 34:;) 343 [lRO] 
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1 0791f-UJプ'1ユノイタ;;.ゐプロトコルl土、 7り ιγ1，，レ・コ J ペム/>ヨシを IJ

民t主三?Jl_~ ど， 'るコ"入射、

イギワス法(1') 

181 Carriage of Goods by Sea Act 1971 (海上物品運送法問71年)

一一四運送人の責任一一ー

ノニ~< j)スにおし「ごしじ、ハーゲ E ル ルスl二、海 l物品返送口、]百引1:-(，:ょっと、

ハ グ ヴイスピ "レスは、海上物 l官l 宣 JZl法 1~~71-$- にょうえ、似た;土

とししの効ノJを与えりオしたぐ 197ょ千「法は192-'1γ法を尽そそ 4る合的じ£ったた

めに、最初Jの未哉氏グ)〆、 ゲ 2 ルールズはイギ 1]スiこお v、ては効力令失，co(

いる ハ ゲ プィスピ ， 1レノゾズは、ハグル ルズ}比べて さま

ざま会内で、たと;(.1王、言 1上自 1; 限、提;r~制限(吋 3出入苦ロの芸受人に閉する

対む苛TIil券グ〉訂拠-}-J(/) :!lで、 その満足(1)乾司を大柄;ニ拡大し亡い

海上物1717亙送法1971三三 1条 l改とされた，、 ク， }~ - ，:L〆ズの旭;*~J 1:1)国 I よ

オL¥'工、木υにぶいて、 FノL ルぞ C<n;( 心~，止 192---1')τ~ H S仁[-~ Iこ-./1)，:1. 'J 

セ】レで署名され、 19行号 f三ワ片 ~?3 H にァリユソゐ}~で需アl さ才Lたフロ l コ/〆ぱJ

よび19{¥/年12月21日にノリュ;--r )レで;;:，邑27.';たプロ卜 J ル、こよ〉て柊，1ーさ

れた、船作;証券i二対するある組員'1の続ーのた止の|司」際条約ふ包J去するそ Lて、

同家"己"J主lこぶれは、ル Jレスの失)耳:立、本iJ、i:3d'ム :SCh2(~11[ t:') ~::j て掲げら

れしお i)、法的刻むをメjするものと定的， ，れてv、る η

山ハーグ ヴパプ、ビー ル ルズの(ミヵ;こ ハンノ日ルノγ ル ルスがある J

これは、 ;)78~1. 。ハンフルゲで採択された、物品送送仁院 1 るい'Ii也条約の成県

であるべハンブ)レグ.，〆い Jレズ:土、ノ¥ グ ヴノ人ピー"ノシ ルとは平安な点

で泣いがあるが、:.iLこ取っ"Cftわるべく令凶されたものである 1;)(}ワヰ11刀
1 C、ハンプ)Jグ .ì:"'-~}:" ズは、条約 [r[ に ~t ~~ては非効したが、 i要士;梓f土l到

のどれもが批准しておらず、ゴよい将」二に批准するで能i片もない J

l九Eのような取状に汁Tるか;]背l二、多くの河，'cLて、ハーグ/ハーグ ヴィ

スピー，、ンブルノf泌氏itl;1ぇ(江川brid[[，明"ぞ JI時間、 ishT1;lar，lbu~-.oJ， ;"eg;r，l引

を専へなしめたυ つまり、名凶ヂルー jレズを収書した結矢、統 法というf頃内:

かりは止の」、 Cしまっナ二ぃ

引ド]如、(引)u>， C:)!mner刊αILαμ 【'3rd(-'{.. 20t)4). pp_ læ~--lο日2

:~(l O i hれ/礼L1033 

l:sJ; ;11: す J~l (l 342;三42
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ぷこで、ハ グ ヴ J スt-:. .)~レズ 3 条ど項をみると、 iEb .i主人 l土、高~

:こかつü 玄深〈、 iíf;~":i ~:1 を干P: h イ~;;L 取り扱 U、積み JF、J;，、返送L、保管し、

E十さ、イょ」号げしなけれ i工ならないとあるつl() . ~~ J九

(b) 運送人に対する過失不法行為にさ基づく損害賠償請求

さらじ、ハ ク ヴノスピ ・ルールズ，1条(/)2 f;f'ぅlinによれば、本凡ノ Jレ

ズ:二平均、て況にそ三れる抗~:、および責任の ';11"Jとは、 そのずドl止、7l咋:t:Jに;t..-.J'<イの

であろうど不日、行為;ニ基づ〈ものごあのみ f 、;'Jj{ .L主人に対すゐ、 J生活 ~;3おの対

象範囲にある物司丹波たま fーは損傷に閉す命、 Yん企 J}~j:におし iてち起用さ札

ニ μは、彼述するが、 j1iCえ人に対する)~)毛契サJ違反に来づく l~7，賠催
ヴ

Q 

詰ぷ乙7e'J、不ιL 'L 為に法づく損害Þ;;\1ti話事がともに lEめられる際的問 i~に手当

ごLl.ものである。 ノま 11 、;士主人;正、過!)-~イ、 ;:=-H'手品のみに基づC;て市求され

ども、児J心頁{工;巧「る責任の免除および:寸児ょlに関了心ル ルスの条JRをヱ7.k

ヲるここ均t(~;f>. るわ;十であるハ

そして、ハ ゲ ヲィスドー・ルールスイ条の 2第 2項lよれば 2の

ような訴訟が注j主人の被用音ま λ(J:{t埋人(-5:占 ;'r的請負へは除く j にすH

て提起さ T た均台、そのような紋恒釘または代時人l王、本Jレ ルズのもと

で;中古人が 1-:_'反で 3る抗弁または責任の和決が自社も示'1出ーする校刊を右す

2::) )与(ムムえ掲げ亡お〈

'M<TT仁LE1:1 

り Subject tc t~εpro可ムsions of /u 日C~ε N. the :=-.1rrier sl~all ;::)~'ope ;l y and 

UHcIull、!oatI， lwntllじ slr.lW_ carrv λピピP ピ社fc[flL <:tl'.cl d.iscトιrgι Lb仁氏"け("".
Cdl'rll'd 

";1 G ，)U r.!心 supr，ぺ not←つ浦町民W--IO{~l

町、丈 rt~l， t ておく c

i¥IiTlCLE TI'日JS

1 Thr ddcll句、 illd: Il川1::;(); lüd、 iJil~; pro、けcd[()↑ ;;'j jll( ，~;(， R-:;lcs S;'j;;，:[ ap 

;Jly in "nヲ2.CC0I1 J.f-:ιtinst ::lle carrie~' ;n Iぞspectハム lossc;" e"n;:，克巳 toヌOuG只

COVClじdbv aじOCllr2.clo[ c2.rriaμc、、h('111:=:fi.hc actiOl"'. bc fClll"，-dcc. 1r'. ('Oul!乱しt
or ~ll tort 

二日社5り(l':l4J341 :1821 
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これは、己γラヤ条項を伝により ~i~. (，λ たものであ令口

さと、前出したが、ょギ〉夫人 ~1)J1突により津浜品が滅失または損傷にたj詩作に

正、過失不法行為訴訟の干I~fj:Jが可能であるーこの訴訟、のFJi;と渋ノ'， 1，'リいて、

J:L'、子負託しておく

日/パ土泣かー i高失点〉る作為または不作為灯時内;ニぷけるqm品。)Fi1i-イ!訂、

または "'1有すべH圧は Pや有する者にぶる副訟の史起与I'e，い ζl土、 j'':?oit人

:.~-H L.過ヲミめる行為に丞--:)く ~IF~f:~え提起することはできなν\2 いうことが現

在では沌立している ム L，+がっ亡、 i担丈;;};る:(;'-1，)のliS'，r2在、泡:i?:または市

f
 
r斗

ィ仁

2::1 J原文をj都内おく。

~. T iぇlld:;'.n月('L1 on i~， ")1ハi:gh:η只;'.insJa訓 fV811iりYおgcnl(); I ;';c ('刀rnCf

(sllch訟行門a;;tor ?，gent 110: be:n日::o.nil1dep巳nc守口tcon:r:'，ctori ぉ口chs日守己ct

01" zt日cn~ sユロ11bc cniiLlc:d ~，"j "vail hょmsclfo{ lhc ddcl"，-じじS<111ζllimlL宍(11

:iab;litτ¥¥"h;ch thc carr;cr i~; ('fIふt]('dto ;nvo;，(' llfl(:('f thc、cI~ul(':， 

一 契約 (f今一昔の体利) ;j、:ツ~)~)~ (T)制定;より、ピマラヤ*:J頁をあて¥-.る

必、松 '1 は昔、~くなっとシ f刊さ:lLごいる

l司法 ij32I 応三者の契約。〉条取を ~JlÍi制する十罪判ーは、{年 1 初 ~U浜辺契約 Jこは

泡)TI主札な:.，' ([司法 h条 lj車川除外 川tff':d!ij').，コま h、[uiiL1宅;こよ I1、

前一主\イじ J去へ j が年 ~;J iの地利子付与されることはない Lかし、寸法l染

、IJ部トより、清一昔 t運送への被用者ま FJ止it珪へで、 j豆沼約求のお;行制[りJ音〕
が当g約上山吉{工の免除またはi:;:j以を利用ずること h土可能じもる こhにより、

主1{\':r的市民人 b 、五長:え人カヰ:張マえる抗弁またはtt'~千(1)制限をドIJ;主ごさること
¥ -~. 
サ 'd-:"-

乙" Thc:1品山IWll[19日記 ι¥.C785 

[事実"じ上l止、]広告である宍」との伺で巳多量のステイぃ Jし・コイんをコ

1) '，Yで臨'iHfみし、イミンブfムまでのj王立を烹主が泊料ずる C.Z!1l(; r条刊によゐ

:;'e.t1契約を締結した 他方、L:.+は、 lSO口の支どお1mのあるTて1.:，0)f! 1"; (，こよ
け~:戸長三れたさそíj~"手1f;;によリ、そ!と、それと一治斗J 正悲の交換により 代金

を支払ペ下定になってuλ、民主[よ、対台前tl:);弘治吋!Lf:主される I11Jに、スネノール E

コ，レをμ、ソl[~ しょ::) 1-:しナヲ合、 -;!-.J_兄できず、 't"t主の奴h~士、為詩手 I1ふう支払い

を拒絶した。そ、こで、買i=と売士の 11;長吾川口で tl l.-J J2J桝渋のための~~-ν 予干し ι ぴ〉

泌がもたれた そ Lて、在~~(';J券(よノヒ l から汽 i へと送 lちれ 干紙のやりとり

により、以 l、のfr日がなされた すなわち、 Vu，'i';につい C(ム後の通岡山時五

;11: す J~1 (l':l4 (l;三40l.:.8:< 
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有;こ討する権利を.tl¥('f0':.___ていなかった物 ~1 (ì) 頁守口土、物洋的m古を fiえっている

わL

で ¥;jニtこ処元住があ)、 f{J:(こよ ζ"じ引jlついては、ソし--.L(.通苛lさιるべきで

める、その伎、 K T:(ま司0~~i1 みをその仰の言犯とともにイミシガムジ)代1軍人!こ

量小し、物品が到着Lたらや1潟を泌じ守的荷歩下ろすことを指ぷL、白うi'(t: 
ヰ寸は売干の代理ノへとして千 25する会J占なLけ〆責任芥負う長であると也べつつ、
売干りす行阿の}j.i-~. ~うべく合作へ~m品をおく 4 う:，-~m不~/

物 '~I ば、夜空である附土の自主r\lIa kinon号v船積みされた日本附h ついては

定期!:!lI!iXi契約が終結さオして β り、保有o者ニ船荷円借みんにつき女Hがあったが、
年 1.("""'もtHみつ守にイ「へし九百小ご主るとの留保刀、円台れていたか J 不辺

J]な碕グチんのために、物品がJ日悔した そこで、民主は船主に)，Jし、物品(7)1日
傷土り被 J 土損i!C、について、うさ約違反おぶぴ/ま Iはまと務違反lたワいて、

相去りよ f~: を請求する l訴訟をザ起した〔

[第1審]船守二J土門土(こ対Lて契約に基づく責任があるこした'.なrどな ':_1王、

{~ドHJ 門正雰 ;:i;18:-)~j年 1 長によれば、完 LC)訴える権利は官 T に移恥 1 ，、いるのと、

不法行為Jご主~つく£求:.1成"しないツらであるとしλ。これにんJc，、被(11てあ
る船上が控訴し7へ
{控訴審l作J;を誌字し、本fI事情 l二}-;;いては、頁主[土恥主を ~J~ぇふくい ε

かなる惜+1:もないと J た 二れに対し 階、円ごめる穴十が卜:つしたい

{費族践l貴扶乙とほ仁出合与さ却し、 1)、T の」うに干'1ノJミじた〉
再Hイ権に対ずるお与、ないして計むにより原告にje央が/:.1.//人たが川、広告が訴

えるため:は、保i土、伝たまたはj員当が生じト11-};、;Ji右権または市有}ーベき
栴干IJを存してし iなけ z吋王争りなし、c うまり、市なる契約上の111干IJをらってし ιる
だけては十う:i'-C'はないc υたアJ;--~)て、丸山 d 条件の契約のもとこ?の tl L~よ掃

;えの時"予所有主でも占有省でもな，.ことから、目玉』よ仏土に土.J"、不法17為
;亙ヴいて訴えふ比す:Ij(まなし、。

[検討]本院は、受山手;では士く第一7マι主'..た梢失;こついて、そ約者が利
点者に~~し契約定!又に基づ t ぺ賠衝を請求する二とかできるかとし寸内服を瓦

'i;:fL 'Cいるが、十件!之、第三ず?が約束す;に材，不」、七九LニJi!;づい ζ%債を話ヰミ

-i-1Jここ刀できるかといろ刊足立存主察LているJ

市 者 (J小l'J、行ィ~)に烹づいて純作経済損失の賠償を沼ふしてし、るが、これを

貰渋川は内定したわけであるr つまり、後下告は、 ，:f:.(/)身体!こ物r'i¥的l被芦が
'1 じ、 また(は正、 子σ幻)G則i薄烹， そク)刑同所)イ訂J1権普7主tたiはま"片，.. 什子一〈父、主F権弄干和利'Ijを殺?τT宇〈苛一寸刀ずつ1兄υf符5し
たところ ρの):ii透主j迂主 ?!J h 

I基主ワいてJ那w.':よ詰f償賞布~l-:"i勺lムLでさるが、 そのj者枠またはtj折寸枠/J'iむ消ヂjによ元古され丈
どけでは、力1:脊7fk:H..'(iI:i~ミイ\J.;f;'l1r( ニ忘，- ~いて絹害賠償を請求できない

二日社5り(1';)3:>)339 :1841 
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引をふさ企いし、その当然的結矢として、過失"-_hる行2誌の時内で、物品が{l!:1す

から分除去 iLマおらず特立与れてな，:j;j'1ば、 l民告の請求lよ伴析する、 lぇ対に、

.，おロロ〈コト，，，&:1-::またはどl協の巧点にむいご白;j:立所有権または占付絡を付 ν ていた

i: ;][CDするこ kができふffは、 九弁え紋同身、日lーのへが危険を負担して v ナヲト

めに、 f日宍をj我らなかったとしても、品失zP，る行為にAづくrG'tの昨簡を凹絞

する、と刀、 r主る

渋告は詩か Rんのイ、汁さな↑乍/をまたは不作為に仁 i，物品売減たま介;立JAi語

さ什と人ごあれば;iトに対しても、たエ之 J王、運送人、 J重;!~人の{変!Ï";ヲキ、社二L崎

市民人ずあって色、過矢(こ去づく請求l土"J捻である"'(，

(0) Carriage of Goods by 5ea Act 1992 (海上物品運送法19君2年)

運送契約上の訴える権利の移転

海上物lF運送法19山t;::~.二、 Y大;宇委員会ぴ-)l!C口リ7を恥走法イと L えもの「ある

これは、説、尖ノへのτてイ干に関するものじはなく、点前契約卜の訴える持fl、月よ

び、支11(Litle 1<) su(-'叩 dL:ll)j::ly C>:l lhe cotllracl uf 仁闘する;主122

なウ v、であノ、~~，!-ハ i工島m(.:.. -:.Jし「ζ!エ、日fJ&L/: 刀 ~'C'!)ま r めてj3こう

Jそ/ ゴ においては、荷主とj茎主三人の町で、日l荷主学により豆町されゐ

と:ろの契約が約諒され、日送人と荷受人または被裏舎人の聞には、宅さ約問係

はな !とがって、コモン -fl ーにおしミて Yよ、泊三人まと iよ i受託」人、;ょ、 i~

送契約のもシでの也干Ijを取得しなし

船荷主;{i;:長1855イ| 条によると、荷主人または被哀芸人口、返l主人への l逗l乏

Di:(})委託もしくは船荷証券(})~主主主の%にま 1 はそれ乞三田， 11 としと牧山の所有

権が荷l主人またはi主主音へに移転寸る場fl'に、逗送契約のもとてゾ)0;主的権利

の 'í~11~定法!の譲受人シなる C:>tat i.:tory ;出H!1lぜり本条は)']，トのkおり、訴え

る評判の移転に{γ五!な品fEISllを認すものごあるc 市 lに、立法。)迫屈は、 t苛証

券がなq-j'されぐいるJ括合にm:;L:;::れる A 第 2に、 !t]よflの!。有怯を取得 J た押し

か詐去ることができな vミ つまん J円かりにめに治山吉lトJ上手設 !"I受けた人も、

オヱが処う"1をを悩保Lよ:iこ.，の物lTlの賢土む、昨えることはできなvミ 第 3

日 (;oocl(三，sutra noteワ;;8，at :CRS-1O!19， 1日f)()-lli行l

】 1?ighis川(，<:.，'uiiin RωJνcl of Cflrr~' (1 gc nf (;nod<; l!y Scu (L2¥.¥'じυlENυ19C日cd

LPAしり川氏。 L:jl!.:-:C 2~:二 0.1991\
戸C(、肌Jc， sn{Fr{l uok 20，'号， aL ~033 

";!) 日ぱEPl (l)ノノ，.

l.:.85; ;11: す J~l (l > :l:~S; 三山3
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l二、法治人への辺海品の委託もしくは船荷l';'tfC)哀吾:きの時にまたはぞれを辺

|↓1とLマ羽山のdi有権が荷受ノ、または被吏五人に移kしなわったが、ヨ送人

〈のよ主送品のを託も!.くは奇L'1tI~~ '5;:))裏昔まさに続いて物品内所有権刀、 f~ 乏ノ、

ま h は以表古人に柊叫し作品台、;~- J--:えば、:よら荷のっちのよ干1亡さ紅て v ない

副:J1 を範附と l_， T~_L~する船荷主、;止の.:~~)台、物品 ν〉所千7 持を収将 L た完全でさ

え 4λEf事三れな l 九二 1 し λ の J べて{つ l烏 {:~ì (、 'l~tJ の E古，止を ;;t 1')受:.J.zことな

く L て、ほ大|担、百三ごが諾lî干できることは、市イ占副:?}})呈示およ rii亙貨の-l~{:異

ま fーは受慌を証拠し L て提 U!I よること;ょ ι 、賢主乙 J主i主人の問 (:~~t不~)刃JFャ

な契利が日立すしたと宇娠するここ、品るいは、 ill~* またはV'l慢のt主.1，，'で、持1 千

十字ルチ、主たは"有権l阜q，j与しており、それ刀叫ゴ害事れたと.，、対日行為;こぶ;
ついて首?とする l二と、¥らいである

海上物lpl運送法19山原弘、 tl{i市;正持法1おR九千;えをヰモ史したものであ!;;)が、還送

宅対J~I) もとでの荷 i 川村I~ (/)制定凶 f-.-J.!)該 il_~~のために \S~alllL()r.v ~lSSjgll 出 lE} 、

よ1)定J、な制限 1:'~:!~t'1: ;ーた まず、 1，1jJミ2条 JRによるこ、 fiJ;-dd]ロ正みのよ戸当な

ji，fl寺人になれた昔、まえば、スィー';_J__ 1と:.'!レ(川 ¥¥';-Jぅbilli も， '、 h 工 ß~ì配l

市淀指凶古(shi;1冶dεliveryordedのもとT引法 J がなされると )λの人;正、

Jあたかもィ史が契約の託事者τあるがのごとく、民送明約のもとでのすべごの詐

える権利ふみえれ、かつ、与えられる また、 InJ条 ~によると、運送契約芝

)又によい清 音がj語大まえは長官を似つ手助台、松荷証券ので当な1計持人守は、

汀ι 認のために品手える)た古、-cさる こ列こそが、治省 l;nbcra~h ~ .会

れば、移」ヘ主せり才IL!長尖(})iJ三仰を市I;j-Ljl、iヒL た叫ーのf刊である u 王た、

H条 5 去によゐと、刻字了。)所3主人 lご権利が移転 υ 土品~'?:人のえ~i'* として、 fJl_+，ま

ナヲは中間山l別手へにうえられて1.， ';~-'"fべての訴える手企禾山土 Fiji此 T，;) L刀ミL、

設交人がl;__:，の子 J 益のためではなく、認l，~人ぴ、代理人こして船T??ヨi 必を所村す

る劫台、たとえば、飢わがt:li-i待告に対するつξjl、いを受ける1C(1のために!りl持

FどJ湯舟、訂くは人こそが、訟芸人の出Jt c:ノ「与〆合 lノ〉おカミげで、 J'f .L1えノy\~::対して旨

託 tこ某づv、て許え心校引を維持する!こ|分な山有ずべき事j拾を維お Lており、

，li~ こそがit'手えることが?きる山}ご

ロ) E本法

~:::() Gocdc， suj:ヲrannLじり88，<1L弓C55-1057

二日社5り(1':)31)337 ~18G j 
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海上物品足芸品~L約;ついては、商法 Úrl-~\ 3 ，f陪 I;<Uf:商 j 引 3市 民法 J れl節

l 物品運送」【 7 :-l í'--T7(i条j 、および、 [r，'際海卜松山寸主:Ì~QiL (1目的 ;:~2 ・() . l'-iij、Ii2j】

;二税定i/'ある ここポ;三、投主を摂有:せしてお¥

(a) 国際海上物品運送記長

運送人の責任

Irmt海ト 1吻~'，-1IJli主 iL:ょ 1924年の恥 ;ff)ま存に関守るある ~Y~B Ij(!)絞 れためrコ

f'際法約 1ハ グルルス 1ど、その]!)(iS:j'exlF設定書 (l'jイスピ !c 

および1979年点ι 設定主を此T任して辺民法{じしたものである円

["1 法 3 条正i~~口;こ1"1'; るけ害~'~f~1 lJ!:i:こよれば、正 J主人は、ヨ['.~また

はそのノlU:1する Jイが;}Ë送lit の l二tF:"{、~1'~手玉、有 J.J 、返送、 {¥r官、f.iU易及びワIi凌lこ

っき i+lJ: 色白ったこ J により'-.1./犬、;':i .l~坊の34F人、相傷又;正延着についご、 t円

台 l1i\f~の支を民うれ l エある}

(b) 藻i詩人に対する過失不法行為に慕づく損害賠償請求

Hi長の最);(;')時針と lーにト'-lit2U条の2 r-~'皇ュ主人手の不法行為Þ.'iI: が'，，~&~)

うれ/こ介カミノ子けらgるい

H条(J日によれば、|司法における(>1"，王おかび声1HIJ，iJiic1期する抹d「(二、 f霊式

dt;こ明!て荷3六人、荷受人または船荷tJLj寒川待人がJ:4;i-'4人に対して、ろさ約 1主fマ

Tiょなく不法行為に基〆)\:-，て担'1;:"士伎を請求、 /::.i:'l::j {，;-- にも、組!+~主計る 契約

違反\-~ 1;1;づく請求のJ訪台;ーは、同c の免古jゴ 4 び ;:=t 1下帯:ß見の規定，~:)t;づい L一千」

弁することがごさゐのに、不法1-]為に長っく l告求。〉場合U1('Pすゐことがじさ

ない乙すれば e 運送人と砧 i の干:1 誌の司~.f:l ;iト己主 I正した rü1ú~グj也 iユι タ訂~:こ浴咲

きれる十三それがあるからである .~2?

け 1 ハンプルゲ ル ルユぐに、ミて:二、還送人の吉1上を人胞に強化し たもの P

会展冶:-.1 LI (1) {:.::::" iJ云lこより、寸でにo:¥T. í~ミつ発効し\. 'v¥るが、日本;立が切，Y)り、
ししし冶;:;;，人

汀¥1lミ主主治郎 IF;菌ciづ|法 (治以|反、 2(105，: 2::;7 ~-258_B. ， 

1092 (平成4)席、同際I毎;物品ii送iJ、;~2() 完:の日 亙:巴人そきてのイ、iJ、行為

百f工 j が力日之されたが、そ九より市に山さ札た長、河悩干 1 ，:，:年 10;~ 1 i I→刊同57に

号'7Ul::土、請求権はヰ扶輸行するとし、 !μh'全 l!1 条 l 予::~.千の河減 j は契約予ti-千;こ

閉する境7Cであ h、不法1J為:P>t::に対ししはi丘111"れないとした
[事実1A民主は百市、訂:，::. :J) :1.'1:で今r&粧品ヰビヱーストンからt&j"兵まで ;:'i[r.¥ 

還送「るムのろさがJ を前 í'f;~:1L Iμ11軒、舶はこれを横浜涼まで運んとうえ、日通(絞

1，87; ;11: す J~l (l > :l:~fì; 三沢1
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H呆 2J良によれば、 ~IJ項ω規定により説法品にl刊する辺、夫人的背汀刀;''7\:，， 1;中ま

たは'kf!:~ 三れる場合には、;Ì'~J:0人的1'1， 11;する巧の主任も「μj ヒ限l支で免除去三たは

梓減される、これは、ヒマラヤ奈:磁を訟に ζ り認めたものごめる2:>1

(0) 運送人に対する運送契約上の訴える権利の移転

ノ干リスの海上物品i亙送法199~~ イl が珪託契的上ν〉訴える権利り移転 1=1持して

明確な規正をおくの ~'"~Xす L-C ，日本{ついJ際海卜衿Jrijギ J~ωl主将込契約卜の詐え

る作ノト'1の均売、J却する九l定化おかなL

t: t::' L 、運送可!の引夜しを受けるへくさ?ずについては、 Jぎのど lョιである}

iJ七苛司H手が合rTされ亡 U る;持イ「、市üM' JJII: ;?f丹江主当在所 jd 人[立、サコ~F 与と引挽

去に、干主ュ主人;こ対じてJ主1主il:r.，))ワ|波しを詰ヰミで主る íHi.UiI条〕日時守1~~Y ~iE ;f}，が

先行されていない劫介、 i五五品かf:li~地 l 述 ~f_'泌は、↑~;.'老人は l:ofJさ契約!の

イ肯J主人の権利を取得「るから、当然に還;五司lの引渡しを詰求できる(日in士ワiI条
お子らえ}王、このぎí'7){J~ρ穴宅，!*';)トグ〉訴える十手 F'I を?計百寸るのであろう。、ーけパj

 
つ】

告) (こ方しを仇ニ役するよう委託Lた E:.Iffi:土政用者をしてィ1巾じを指J主および
主主母させて市投~，th~ コとこ;~)1)¥そり荷夜11'革中、合成111.]脂り がを汚出し

ごしまリたっ E本火、比海 h九段(!只i"T')はA;興業との問で海 'f!t~::企契約を締結

1. '(いたのでこの契約:二高つい ζそのj~存在填捕したう)_.， /¥興会にIt泣し、

i;j出h対して、そのお主についての使用者汽f下今世及しトヘ

[半IJ旨]第、買込入の良任l悶L、主コム有利の沃務不隠れ¥--)主づ¥賠償

"古求権三小法1;為に法ワ〈賠償 1'9求権l土iS吠競今ずるのであフ亡、 1<2':行為責

任の成すするのを、:セ思ふのf\~:Tz 卜政J市 J~怒さ 4 しる中Bl1 ずはなく、号~~~4以来的
目的主.~ttJ:I{r古 1.(逸脱寸令場合仁士(了限定したものではない の4ならず、 !~lJ

伐楽音;];匝j は、運送契約の、，-主音でkまな ν から、注エ三人 (B-R}t，{I)のよi:i丞
委託官 (A関 ~J に対干る還;と契約土の債;j:，]司、同1.に茶づく t" 斉比 t償義識のい

かんは、内んに荷役実1';- 1 r 耐のi三民委託社 (AD'~l業J に対する小法fr品;こ

主づく損害活償義子ちの江主百;こかユ枠を及ぼすものとはいえない

*，2に、 1+.-:漂泊!物品市.Lt;た"，条 l責{l-oノ Yi~J;'はーのをlぇ訂正、返送人。〉返送契

約に芳;っく 1fc務人3走行古 i干:，:~fJ'9 るものであって、JT:送人ま F は i甘紋宇佐昔に対

する小法行為によο桜官賠償グ)誌求については、その通同はなし~

出 I 江浜・副iJj司;+222 . 288 、292t!;落行日成 r-iilC夫人等の小法行為責任

U~f-ì'::) ;1~:il:f~~.t{立干Jj:-Hì ロハl長以下

~:~~) ;T 'J_~ 可íH弓・ 2制 ~28.:iJ;-{ 。

:1821 二日社5り(1.:l3:J) 33三
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(2 )建築法

iYI イギリス法
Ji::!jこ小"、1J: /:)に主主づく純粋絞 i'lr1民ヲミの日己的 ~J-;:r;L されるてきかυ ここでは

と¥に建拐の瑞批自体(i')III，JJ担を検市する

最初に時l喰すると、"九nsfl9i'gl AC 12S[こおいし貴加、院は、 Jelk:不法イマ

x-~ に基づくやi~新経f制民況の芯出是非命.t i~ì;~ーはな~，-，.J判示L.-r..'c' Amω;お

ける Lore¥¥'ilbt:'rfurcその 7 プロ .. r a .!UJlior fJoηhs ~190 :3 J AC 5~~((?r: によ)\"亡

~:::(i ji川 ，y品川'SUd 11 V::-ば〆hiC， Ud [1部 s~ AC !'i?ii 

{事実]主主築三，>r-土、 五;11とのIUl'(、 1.1:%を建築す ο契約を締j吉したが(，i自
斜計約J 、不振訪ね専門の被告 l 、その l大張り;~下詰 L 打出した (τE寺弘明約) c 

J京;1!と被il!との刊に(止、契約問涼はなかったf

ば告は被告の過去のせいで W¥' ~ ~;unIJld)'あゐこと 判g:rr(J、末段りの専

門家し L亡、とメ，~:製作物が't::;ojにさ才し亡いた岩をう;i~ ':J ていたニと、総告白みが、

l式。)&01および製作につい L責任かあること、および、 N:t-l~r ~立、原告が被 tfj の

J支ヰJ および判断守 1円相~"tいたことを知ッミ v たことを IAt<じた， 1県芦はまだ、

l択のつ Z]'O)結来、既;:ょ抗:尖およびJ↑ 1むをみ.ð:つんと?十二 ~R :./、 lたを5長;ノ:討てるn
用Jγ もに、 fhえff侠のI)tトj設えにf半へ機慌のiJI*~)_ の針明、およ()、庶を

張 1)平手えるj日|刊中ゲ)-;主失利誌のよ与な、司ミグ)張，)手主主にfドう結束;灼かっ章子符的

4銭的なお夫(})賠償を請求する訴訟を夜起Lた。 1.;'うし、そのl木の状主が、人

授に起す令被害まとほ工場にある財;之l対する伝干与や止ヒミせるほど、または、

'1じさ立るおそれがあるlェど、危険であるとは主張しなかった。

[半115.尭I4対 1-(' 被告:ーぷる 1 告を某J_;~J ;_，、不告を勝訴さぜたム

当事ζの|日JO):~;j 係が|廿:こ r止い場合、仕事をするへにより負刊される不法行

.B:こおける z 主主A務の$F.]:iιi立、池うためる作為またはノト作為によ 1I、ラ岸 I~J 自民な、

人身にV-'l毛抜7てまたは仕事の日的羽以外の財洋}二，11する桜-7;'がヲ主芯こ苫れ
るの伊防ぐえ務 l 痕7三され仁 '1 亭の ι|毛布こから '1 じる宇:間経済~fL)たがノ|き起こ

されるのを防ぐ義務にまで必張される さらに、仕事の市抗 11休のも生を ~h け

する義必にま ej;j，5j，されるハ

品"干の:_:'ltが il しゾとしし l氏告は、 ?1~古語 rbを己主するの)二一分な程ほの

近伝作 (proxi:lliLy，'1 を証明、、その義薄手引心するものはHもな1 ごとを河正

明 LL しf_'がつど 涼告は、来を惨埋するわめの金銭的民去をi口j復する住市l

を正すゐ しかし、去の総持世けは高〈つくとめに、原告のピνススは上りふ

うi.~グ〉ノ'J、ないものとなるが、財ぐの修理費ZLか白悔するーとがで台な~'0かり

に、原告引円じの出欠を低減するためにF転手ト伝 i'J直?乞すれば、ぞうする費:p

l~89; ;11: す J~l (l > :l:A;三3全
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最同刊に足したが、 転、 !)，luythy [1091; Aじ:;08におし、亡、貴政院は、長

期間にわたる :73争に終止符をす了ち、 jWßE ある i;~:物向 iいよね梓経iえ婦たむあると

判示!./j~: ってで、過去不法行為に基っく純粋経済-}r -90!))~書簡を完全に作~ ，~た。

そこで、ヌォたでは、注品、義務~;E古!日υtv of C;ll"e 日付d.flC川が発奈さ才、利

用される J うになった μ 、訴訟では、 )~~;J-ti-が市 i;の幻宍につき昨簡を求め

るべく「よみるにで八六、ことは、前必したとお.C'ある e:!'，'

υ、? 4，口ω'':.¥furf-.向!奇詳しくみていく。

1') Anns [1978J AC 728"1 

{事実I:京7子ら l作山人・主主ト台人j は、 '7--r >ブルドンにある LI情沈亡lt

物 1抗 0):11の 7勺のフラソ iま子、はメ、/プ、ソトネ長期笠公1"M'LてC;る人々であ

る}その建築土 Ccちる lifi有者 l土、建物{成後の19o2午にJ言問符貨をよえ訪した}

;;?: 1ヰ iつのろ1:)、 2 キ~i:三;ア刀、斗初からのイコ?背人であり、?をりじ下者 (:;::196'{ 千ドから 1963

午の i祉の汁 Hc質111 格;~説 J) ，~:けた省である J

1%2午フ月 9[;、 1ノデ i ム富市Rカ，';γ ルは、条例に長ピ九、ど申請され

ていたノド1'1建物lこi起すと建築i!c出を許r:jしたc ぞれに絞い亡、ミッチャムU沿

いカウン/ルl土マ一トン・口/ト/白j!，'1パウウンシ)レ tらえ}"2被ĜJ (二代わ 1)、

治省の義務および責任:ょ絞省に 'JI さ í\~~がれた

1 D70-tf-2月、 4'1l建物;ー惜:i;if-_ (T)慣れ'JJr起こり格的、その姑果、

iz、被告の奇{干を主浅It;:こ計↑，，，，オる:方u、となる?

~ ，，" ..f.、 lふ
ノ，)J ~' J、

[検討]加古主的過ユ:の枯民、被宍省にじにな-lÞ!~てな!ミ u日，Jとの税金ふ列挙

Lて戸く;、 U:;1 に、健，-~-者の人はにわj する技士、 q') 2に 技官者の則主 (h:;

斉討がそ約者に約束'--/三 Fころの仕干の恒 l力物を除く}に対ずる組事がある}

これらは、 1m)旦約十日寄 りb川 ic<1ld~lEl叩 c) と呼ばれ、過失小法行為にす~--~}< 
賠償請求。〕対象となる援存じめる ;;r; :~\に、加害者が受約朽に子J 東'た íL 'j1グ)

日的物のJI:1批そのも Uへあメに、 /jWヰ伍が交約右;二約〉じしたところのf士事0)C 

LトJ物の[引此のために 被害者iこ弓じ〈注先メl誌があ心。これとは、経J行的J員矢
印ccnOlllム loss: 士いしプ伝説的拡失(finâ~lc:al !oss) 三呼ばれ、さらに、物m
a0+円7;-:0;-↑わなν、場ム、花作経済'il'，失 I，purcιCU1l0n:icloss) とU'fばれるに

.'\1 urþlô) によ h 、~@宍ヌ九J、 L 為;ふゴく純粋咋凶tid.'f; (1) f-;¥{-:可!土-:;，'己、e$.i:る二と
， -争ヲ
/01-' ";) 

2 日 [:rgj~土 10;)"

~2S ~'l nns l' .11円te-/1.L山山"氏、 [1978]AC 728 

二日社5り(l> :)33) 33_'>， ~lDI) j 



叶究ノ ト

監にひびが入り、!木が傾いた。

1972年2月21日、建築7f(第1被告)とカウンシル(第2被告j のぞれぞれ

に対して令状が発給されたが、後に、この別々のF続は併台されたc 原(11は、

Jr染者(第I被告)に対して、契約違!えにkづく損害賠償を請求し、カウンシ

ル(第 2 彼に対して、カウンンルの被肘.~.または代理人の過失に基づく tn

害賠償を請求したじ j広告のカウンシルに対する請求のl卓困として、つぎの2つ

が選択的に主張された。 1つは、カウ〆ンル(泌2被告)の被用者または代理

人は、立染者(第 1被告)が、中請された社由では3フ Jート以上の深さが世

求されているのに、実際には 2フイ」ト 6インチの深さしかない基礎の!に建

物を建築しているのを放問していたが、その被告の過失の結果、楕iE上の損傷

がI1じた。もう lつは、カウンンルの被用者または代理人は、必要な検査を|

分に注岩深くれわなかった、または、まったくれわなかった結果、構造上の隠

れが吐じた、原告らは、とくに、 n下のような +U~を展開したレ すなわち、

Public Health Act 1936 (公衆衛生法1936年jにより付与された権以に松j性して

制定された建築条Fのもとでは、被告は、建物が計而にii'tって建築されること、

かつ、建物は基礎が夜われる前に検企されること、を佐保する義務を員うもの

-cあるι

建築首(第 1被山)は抗弁を提山せず、補修の施 lを引き受け、加理にも本

審にも 11'，尉しなかった。他方、カウンシル(第2被告)は、 197;-3午 2月8口、

抗弁を提出Lた。

1974年]()月 9 目、併合きれた冒f;ll~ ~.止、公認の1' 1 '裁人へ移送されたっ 1975年]()月

岳111、Jud昨 EdgarFavは、制定法よ、原;11らの】高求は禁11されると刊断した。

件財版権の最初の誌湾の川凸I~-Cfl'S:/;'JJは走り左右めるが、それらの同点のうちの最

も遍い時ci，の11付である1965fl，11IJ 5 11から、令状の発給の11付である1972{1

2月21日まむには、。年余りも経過していたからである c これに対L亡、原告

らカ守主訴した

件訴審は、時効の争点を判断せずに、訴えることができる人に対する損害が

みつかる阿IJには、彼に訴訟原岡はI1じないと判示して、控訴を認容した。そし

て、 j件訴審は、被告に対 L、時効の争内に限定して、上告を許可したりこれに

対して、カウ〆シルは、カウンンルが原告らに対して何らの托意兵務も負って

いなかったことを争点として議論「るための許可を求め亡、話願したり

買族院は、カウシンルの請願に同fましたc ただし、時効のすl点と同様、清原担

]
 
-9
 
i
 
[
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における ~Il .C¥も、民的 lこはチ情的な悦ヴである、そして、 Lnrd \Vi~b C'rIOl じC

lこ H!~JmlJ (1.υrd Diplock， :A)l J Sil:Wli of G1:，i引ldfヘLI)I'(:S凡lll'()n.:.od ;~ll~対lld

Killc¥¥.cn! が賛成し、全員-TrC、1:.;11'を棄却!〆た、

[Lord Wilberlorce (貴族院)]

(1') カウンシJvl草原告らに対して符らの注意義務も負ってい立かったか否かC

4院!こおけ Z:-3 ;'\:1~1''r芋例 仇 nO，;:)1Uel' St(， ~;CJ~SO i1 iHj32: 1¥仁、)(j2.!-!edlc)' 

Bynli! /¥(: '1(;日川 i)oFsel}ヤh![1970]九(肋1川 かム、特定の状t兄

におい亡さョ義務の自:::fEが円記されるためには、 J官在における

の干日I が有 j:ìーされた過玄の先例における事区 lこ令~J;Þfする必要はな"ということ

が、技有でl正確 1''-1〆て vミる。日 7ん、 2段階アブ[1-+により、司EきにfGj-YiLーヲ

べきである つまり、や 1;、ヂ法行為者と 4民主を妓〉子、者の問に、刊行ヂJli

J女主!了Jrc文j;nitvi または近隣な【肝ibヌ~-， OU:-hζ，ocl) ~f売があるか引かを同ゎ在

ければならない そ札はつまり、械の j~;1 (f川、 ;'i 井が後告に Jft:~ をづ主担ニ 1 子

ラであると、不法i'T0長カ合理的仁川叱 (cur:l日 pLtion)する場合、 d 臼、義務

が山定されノ、こ2はn)''1である そし心情つに、市 1のPiWIがド21三される r持

合、当 i主義務、または、 f!~りにメゴして当弘義織をi"!うごころの人々の枠拡、ま

たは、:，=-'l扮 f主f叉's)4青果のJo，害賠償、 てれ bをが;三す九三、または、ごれらの紀

11どをト;l<''-s''t，、さ、イ]]Jらかの理rf-iがあるか子、かo与l色ヲる必;tがある!:，ょ

力行 L シ jシと当該地J&;一紙殺さ 1 し f_'建物の所有昔おぶび戸何者の官の j3~えの

関係i士、そのもとでカウシシルウりiw;;するところの、日J、主の刷J疋 1安打環JQのIj'

で者慰ιれなければならないu それは公主令i生辻、19:-;6年でめる川コ三れは、と
くに連主主において志 Jされ令ベさ怯単ふ設定1るkことによって、お 4ぴ‘地;)

q'J 臥局 l 上 r心建設 -~'f刊を通とでの注牙'~~の i づすの幣 );'j-.U 上 CF iÇf ffJi ;，::;ll凹円日

:;，:d um~roキ を r-;-;-Fm に t ることによって、!，，1~ じ町~Ií'千j 訂および占 1-J' {í-~，，:'!ìtl烹 ι

安全企先1)'するべ;む12されたものごあるべとくに日ト1却の辛慌の己主Jfilについ L

U:、条例 fごよ 1)続十告に九1ft:される すなわ~) -， Z1:ii止の標準が叫昨l戎72され、

立守;:'1ヰは、行政局に対レ、t%慌を f買う ê~;' (、こ 1しか lッ茶1濯を夜う旨を ~lHにL 宇ゐ

出 o1-{pdin' Bi'rneよ「οLid1) [-{pila (( Parilμ j".，' L!α19G/~: j¥C ':C5 

川 f)οrsdraしhiCo Ud lJ HjηlrJ UHuε1970J AC 1UU4 

山」士山俗:-:Di8]λ仁 728.751-'752 

乙J~ ibul川 732

二日社5り(1.:nJ 331 ~lD2 j 



五持を芋{い、行政局は、ぞれ段附で、 l平を検証，'---' !j日 pcじtl、

j車合させるべく 1人要な棺11ーを命ずる権利を有するωJ

サ屯ノ ι 

|一事を呆例lこ

ぞれでは、地 !J 行政局の建物の向子h 伍日 ζ ぴ占右主にメ付。 j~J草川純 1I千弁明

司宇るけカ 1'7ンシルk氷院の)り「有者お上rF占有??の問'，-:之、 rJiIj妾の1犬山

が存l'寸るが、私 (Lcd \Vijj2r~o了 CC! 土、カウ〆ン ì-:'- の執務の戸、」零己、 l 近

隣性JnU、却のJ::二主::Jit-ノrjられる、あるいは、たとえば l管坪 (n':llcl"ol)J 
の主うな、支際の品託、，J;J-A ; ，~.1t-町立つれ 62tし品、シは忠わない それは、行政品

は王、JI;f:本であり、たJi'訟のも〆で職務を在fJ するもの〆 L う長本 rウな;}~:~去を炉

視することになりかね会¥.-'.づまり、その摂限と北務;立、私法ではなく公法の

見川から ι共 Kオしうる この王手の山誌がもたりす問題J土、山が、公リトグ)titilU

とa務会主Eえて、オニ'-"び、そのうえに、 ま Ilよ、それ ζ 立主七で、 H~jA:. 手対する

私法上の義識を現行苧σ)室内を定義宇るニとである}そこで、義務と単なる権

限的問グ):~<)11jが検討さ才しな 1.Tればならな

公共体，-問万三'''i:ぷ去は、政淀な:'Ui¥，量ヰ争〈色、んじいる公衆衛生法1~(i6 

苧も、政官官ないし技量を多くさんでいる。どのような捜索体制jを構築「るか平、

とりく lつい予算を配吉ずるかは、辿与訂正t町カ¥政筑 して'FU析する 4ことであ

り 裁すに1:iJ i又右寸るごとである c そごで、 :ID，1J行政1;:;;(工、検斉すベミ1¥:務

や長うことはないと結論つけられることがある ρ3'，か 1、これは、 {l，

(L¥lr:! ¥¥'ilh日 hln'叫には紅鮮な議論tみえる つまんこれは、地H1~J6c~

(土)~共伎で rちり、当該地 fJω 公衆衛止に討して岐らかに買fこを向いながら制1E

i.1、のもこで版SJ~-流行いごいる了ゾ人を見過ごす議論である υ 地方Î ，'!::'d;~.:よ、主

trやもって、か/】、制訂たのC8'Jとの説平日夕収拠として、要ミ量的なィ九〉己ゃしな

ければなりないし、境lそうしてL、ふ n万fJ政局は、牧子Fべきか少うかh
ついて適切に苧泡する義務があり、検古 Lなかった場子干の攻撃に対する免責の

1寺住は、六十~とはあるが 全ごはない:!j;コ

i賀査に院して負ミ義務は、台;@的なd:窓会仏う J主務であるべさである 山吉

の摂，'if:(.止、胤1;さ1，_るべき義務仁村ぴi寸けりヌるべきごあ i人以わされるべき

司日つ 一ー

… ihれよ λL/υ3や

、4 ibid. at 75~;-íに4

2コJιbid.nl 75/1-755 

υ ibul川 l:i4-'l;';;';

;11: す J~l (1-:l: 0]三以)
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義務グ)'十1 身;工、条例的 l虫、J を保保寸べ 3 義，gで "-.h る r 条例の &r， j を保 f:r， ~9-穴き

議訟は、制定i1、のもと一じ生じる義務じはあるが、そのひ宣41グj七方には裁帯の要

京がある J んとえ :.J.，検企のIII号、ん行、、怜全技術本牟l土女比:よりン長老され

る， ιが i"(、む告の逝丈をよ:JJてすむ!ギ告;之、コモン ロ :7)i土品、義務(二台、拠

し細める自に、被ili的行為l立誠実に行法されるべき裁尋の限界をtB法 ν てし:た

二こを ，L，正1な1十fuよい込らととしL伎がそれ{("C"主td工、彼i主計ドえることがで主る

そLて LEd \:riJ~wrf01 引は、先i刊ぺご検討し介入えで、以 l' 0)ょっに結晶

つけゐ J あるへが正当なt.U~: または此液の領域をむえて外に/Jiれ J王、コモン・

けー 1-.(1);ふ烹~'i:)'舎がF こる余地1J'あるつ判定、去により HL主されたものがみ務か

十字IJ.!かは、コ τーン.L1 ー亡の日.，~-義;fi:，())1子布とは妖関係℃ある 1モン U 

: .0);'二九13f主務l土、 それが1正芳井の士対介にも、 ぞれがす存i担の士対fTにも、 品定されゐ

ことがあろう 義務〉権限の違いは、権限乃陽台、土、そ tワアJfJが権取れ諒戒を

ぷ去なければ、背任ば千じ去なし、。本{f~ (1)持fTも同保こ¥!ん円は、カウ v シル

または検企 f~--f(土長暇ミれた裁量存i起ペてf了効、え二と平日長してお'1、その事実の
認否は、宇A三年i.:J三して決定され之べきである それが認定されれば、主，~E: .R

fもは生じようが、て-f'，-- IJミ~，~:.';f:_されなければ、~î::ロ義務はよとしな l-' ，_，

主誰lこ対して義務を負うのか。

検査'~:{の池りにある合理人であれば、その基礎が十分な深ぼまとは 5.ij-J.s:なく

夜われれば、その建物の町病者まんは巧有者の安主ま-t::土健mに対すと似己が
Ij二じるであろうことは、 zfjd此しなければなんな"¥ ~したがって、 11).!=)にノリし仁

義訟を士1う2:Jリ

:-3) 義務の性質

.tsn干する義務の性質;之、 .tsn干すみ十色限がi.Jうされもド的に:本く司わり、その

目的そこは、条例。〉送、rを係l:jeする lことにあるc その義務{土、建築Hが条よ到に;言

以づるLK芝{ワ】に i!~ot:~ を日ιL ること{つないぷう確保するべく合珂:!~~(nーさを J五

うiIt務示 IPPi，ものでも十阿るものでもない υ ，'，がって、原(Ilのヰニ:恨のう t、

条対引退守を確保一「ぺき義務(7):嘩Jx、!こ某づくむのは迫切であるが、弓十jI!jの不透

寸;こ基づくものはむ違っている~:-!，-

損害賠償の性質

日 i!J:'d.，-Jt ;日8

~ò33 帥d. .1↑ 75札

二日社5り(l':l:?D)329 :1'14] 
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凶 f注目l 抱なね~昨 f員;之、 ;'1.:意最柄、すなわちカウ/ンルにつし:ては条例。〉辺

守を確保寸るべく合時的な~:LTI: ル Jlもう義務であるが、そのよtμ:こぶり発生が]亡

児されうるもの1 べてである。四'，1~関係の うJな証叫は公'ltてあるが、これら

の説書目Glt~ ~止、へ丘に対する彼斉および討作に:tJ'j;;，;員斉を手「む 打、(r.c;"i.1

¥¥' ilbcrf:E C' C ，ì の意見では、家 ;:i~ 巨体に対する rG-f耳も -{:i む。というのは、恭践

の内谷に一定の僚準み要求づる条例{ワ究開の111'1';は芯0AO)~)~l きから生じる恋物

のJ担保守|おぐこ，，-:(':.あり、その啓l却のJi1侮こ F が丹右者の健lポま ti土'ム全 ~t- f;立

日長 tこ日講 tものであ々からである

/¥  
3ノ

:.~~ ':ZE に士 l する長 {j;~ に問)" ~( þ;;";恨や芯めるということは、追 ~F;;;ワ l阜日じであ

る 、i1'7.r，!，~ (1) J ~;'涯が必要こされるならば、 l調達する{了じ[じ、川tJ航海 u土、

私[1.町d\'\'~lbel-~'or C' eJ の凸見では、物資的 iJ:1 Cl te~-ial ;、物::r;:_1'Iヲな (ph)--sic~)

{司令むあり、そにで、凶慢さ札るべ戸ものは、 rl-î'f:詩的世主 JJf また~;-'!~~と(こ

J;し(何のfri険もない状態仁忍出をi告斜 (rtヘI:Jn;) するため仁 J!."b~-~'TI 

iI!であれ、仁j手f口Lニょっつ土)解:がしなければならない持合にλ! じる技用

でありう

いつ訴訟原因は生じるか。

日、注;正、人 ~f( ，:対する紋己ま t.~(土問jlli，一対する婦さの ~H刊に，)し 1 ぐ それら

はI可グ)llij 出 i もなし吋)で、わきにおくこと 7γできる戸 J話屈を ι、!}~:と-;J- 2~，の;土、~

惇 lこ対する損害のみ、あるコ恥 ~Lürc: v\';lbt~γoi cr) の，7E見では、引従しのEj

r守で、 1 なわち、 m:Jj-~二ある家J.i.())it事えの時I寸で、訴訟原出は巴:1:)に J じるとγ

ゐ考え方を採用すみべきごはな， ' 建物の状泌が Jぎのぷうな kき、つま 'J、

連'1-!U(7)己;:e.[j-じった司王または l久さじがして 1;/.1'の危険または切迫した危険

¥ :)I-t::wnt汀 1;-Il:Td:じ[1:da:，g('けがある場合のみ、E';r品、品悶はととじるのであ ZM"

f言、 limitation Ac! 1939 (時効法1939年)

1970年に初めて限!t.が J完れたのが'f~'X -C_}i :i-， ;1-、197:.:年に与状が完治されと

のであるから、本件訴E;、υ)l' ，~，j ";!'!.もが、本法により出11されることはないご

結論

日:J i!J:'d. ，-Jt ;日Q

~Ò l (，帥d..1↑ 76l人

;1[; す J~l (l > :l~S; 三2 ヨ
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カウ〆 J ルによ乙上111l土烹王1:，されるくさである戸

Ibl Murρhy :19911 1 AC 3告書~1l

事実119ti91:?までに、 Pd1C TT U l、11:'::'会不 ~J、フレントウ y ド t ある市 J 主!一

二 160門的J十tカ?ある111JjQを建設した。ふのうらの2flii、 J〆クリ トグ〕

べた耳.-:J¥t にヱ{(trtせたも (lのトに担当ミき J，!た)べた草i礎;止、

f<"，:d kil同九州明日k~， ，1: U'Fばれるl込町三ンシ二ア会汁l工"没計された

むrah:ltH: 

その"立

円丁ば、 一疋早の政による補強をf;;ももので__ p-; ~:.lえが、ぷの設計を茶廷勺げるf

H香とともに、 2ミ;主判/1-';:主193G千fG/l条<7)もと?のn千，ーを求めへく、カ千J〆シル

にJ是山戸れた カウンシルは、設計の川1ムjヒ作ベシ判断むえる柑民がいなかてンたた

め(~、;:(Fr8c) コシ旬 Jv}- イ〆グ由工/ジニアc) ¥f(対日I討に D:，"[;wcr &: rhr~_n:'l 討

に上'}J，ヨを求めれ}役ム σ)凶j 百 l土、設円十は条件に浪合しており、当然 k~;子 iiJ され

うるこいろ的Aーのもので品、たごぞれに1，:い、刀ウ J シルl立、 19G9年よけ I口、

主主ーを前可したリ

ID70午 l点告は ¥Bし IIりn h;じっ件 '0コム件をF再入し、そこ!こ居を

疋めなれ

1981年がム 家閉じ〉内世;こ蓋大なひびが士見れ貯めたc ぞれにおえ u r 牛;こ

イ(i詰ま iノう Uじさ始めた ;TJ{刊は、基礎;二分の3ノン}:..(/)古与の剖れ日が人っ

ているのを発見L工 それは、コンクリ トのべ士五~1;f~t'(I\~々 j主う割合で沈「

し、 tみおよび者jrcbjが:上じたためであ勺だっ 1985イI7 J J 、 11， 1出グ)~~房に;時ヒ

るyfス管がひび割れ、 ぞの惨刊のための費rnが£誌かか J た J ぞれ!よ、 i持'1、

色:通じる汚点f日:がひびヰれ、;万本が基礎に漏れ山た i~: め一ごめっ r. なお、 記、

う1件ち河械に絹声が発生してい?

I 98CijI JJ、;;sq-;は、ある建築 bl' こ，i J し、本作家 ;:i~ーを \:30 ， 000で売却したυ

その日トヨ~-;{[' .:止、荷造卜 σ7医批士事実1 したうえご、本件家岸を湾人し、それを ':I~

埋せずに、 f こ (， -~nj;!.. ，~*\t 点。当時、その:H~~:!;[~ がな/う、コトとずれ:工、本1t米屋

内'[j;j↑ι:手£り只(山()(~合思きれ仁しイ:で Jé ろう J iEE干の保J#:~ごぷ上 N:J'"wic 上 U:-!iun

1 王、 l京 f にメすし、1':1憎いおいて。去?~_~~ (I)ì'土トに|児して -(~35 ∞0 を支;払った ~II

l"i;l~によると、当該忌慌の修J即世 11I は、およそ七品、()(附かかるとい;ことむあぺた。

1%3イ1--9片、原告は カウ L ン J~ペゴJ !_、 4民主の賠償存~百三?と「るべ\訴訟を

~H MUlj恥じ品川印刷dDis!ric!心mvil1-199:-1 1 人じ.30S

二日社5り(l>:l:?1) 327 ~lDG j 
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提起したづ原(11は、 ι35 ， ωo とともに、本作家屋の売却資肘、~iJの訳出の購人

費用および引越費用主日‘6:-11'25、j;X訟再装仙費用 f98、ひび割れたガス管の撤

士費出 1>18もl高求した

公認fl]l裁人 JudgeES}T r刊 isQCにより、 t，:j:'審はれわれたサ被は、原告の

"古求を全額 (ι38，777'25) 認容した。彼が認定した事実は、 1:1'1コンクリート

のべた本礎の設計には、主 ーにより十分に補強されていなかった白 CJr;z抗があっ

たため、用地として相当なものではなかった。 (2il'vlcssrs }..，Ia')'crは右資キ告のエ

ンジι アであって、カウンンルはf庄の熟練と経験を頼みにしてもよい権利が

あったc (3) Mc回目:¥.faycrには、コンクリ トのべた基礎が用地として相当で

あると判断した内ご過史があった 川そのWl抗ある設計の結果、べた某礎は

ひび剖れて生み、所々違う割イ干で沈卜した等の被古が出たコ (5i散発的かっ予

見不可能なべた基礎の沈下が、合しても少ないかもしれないが、将iょにわたり

発庁するであろうコ (6i十ガス管のひび割れも、電気製品が水没しになるよう

な本通信のひび割れも起きる危険があり、汚ノ1('o;のひひ害jれによる汚水の基礎

への漏I中!とあいまって、家照的占有者の健康と安全に対宇る切迫した危険

Umminent c¥anger)を構成するのそこで、]riJ仲裁人は、"1川"法理に基づしミて、

カウンンルはj原告に対し過うた肯仔を負うと判断した。さらに、同仲裁人は、カ

ウンシルの、コンクリートのべた基礎の設計の相当刊を考慮するにあたり、合

理的な注意を払う主主務は、民間の有資十行者であるコンサルティングエンジニ

アの助言を得て、それに基づいて行動するだけでは、履行されたことにはなら

ないとした{

カウンンルは控訴したが、控訴詐は控訴を棄却した。

カウンンルはト告したが、貴族院はだlにト告を認谷したっ L01-clKeith of 

Kinkcl に、他卿 (LordMackay o[ Clash[crn LC， Lord Brid只co[ Harwich， Lord 

Bl-andOIl of Oakbrouk. Lunl Acknゼ了 Lunl Oliver of Aylmerton， Lord Jauncぜvof 

TullichclLlけがおおむね賛成し、全員一致で、上(11を認存した。

[Lord Keith 01 Kinke1 (貴族院)]

(1) Annsにおける LordWilberforceの過失責任に関する 2段階テスト

私 (LordKieth) は、 2段階テストは広汎に迫刑可能な法珂を明不するもの

として J三け入れられていないとみる。私は、テストの 2段階日は、何らかの公

共の政策:こ対する特別の考慮がL叫、なるj主恩義必をも排除する場合にだけ、れ

われなければならないものであると主えるコ Cοu1にilοJIthe日nreοifSulherlαnd 

[1!)7] 北法:JD(1. 326; 326 
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!) Hc刊 mUIiけ985，; : 57 C~R ，1兄オ ストラリア最付栽出所判決におし:て、 BrC'1"'.

"日，J iょ、以下のぶうに半J;j三したが 恥 d.u;dKeith) はそれを望ましい乞者

去る ヲなわち、法(ニ、新凱の遺失恋主をむ:々に~i nc rct:l cn !"，] l川、かっ、伴

立され子治う己主吉田 νのlt:J芹t ζi]、副1i) iHしてv、くべきであり、定義 J カミナヲい

11;-.1，吉 j、すなわι、lさ!:j戸主義務、または、彼ら?刻してと当該杭?寺を負ろところ
の人々の種謀、または、義f1j返!えの結果のJ白書始官、 ーれらを í~l~ ii~-9 べ矢 ま

汗は、こil C ， ジ〕主í:_~司 T 限定すべき、やi らかの理用があるか否か」の「当日空」刊

によってしか制以さヌない、;土d七 ~f'寺の '8ù な1M人企拡張により、立]り/1'1 して

¥.-，くべ台ぜはな1

人身被害、物的損害

Dの肋.v，l!町t'S'ti'j川 wη)932JAC 5\ì 2μ、庄は、家屋の建築者:~.~，j' ~、?佐が仕 112

を在、わなければ、'i~牧σ);:~.{?汗を i;] じて、 1主 J戸~.または紺戸を受けそうな人〉して

彼が ]:R 寸へ主であった人的、円市1J~体にiアJ 之被1:'または則 EF に対寸る+E11:'

を ~i!， J;るために ff主主的?な ι土ピ、 Is' ;jI、う義法チ認すべく、マ~}:::J さわる '44

ヱ 隠れた理~m

De)!10;;!JUC [J StCl!Ci1S01! [lS3:::J Aし 5G:~におし、ては、隠れ/ょfj:)杭~_ ii、欠陥

(川町11;仁?をJ非成 J ない J 逆からいうと、 l河内かな取批lこd:::') ~与された苔(工、

製造主に汁し救済を文められない

建物の~例j におし，-(も、隠れ r~Jrz仇が就かに判J 己をうえん場合i ーは 耳、i下な

な壊さ~-tj は、 1)011附 :H~e ドぷ inぞ I!son 法J自に法ついて責立を負わ争 ~);lLI:fととらな

'，' " i~ からいう乞、 j)oJ1oghue v :~fr!'(' I1 S011 iLT~ 会もってうても、 rλ 'Jnヒを詳しく

tじっているが、百平dト続(，-;-る主にメJして、建築省の責任を'1じ主せるこ!はで

きなし，NS

C::C:. 純粋経済損失

目、 (Lurdf¥cith:' グ)立見どは、 [m，sにおける記i!j与の損傷;止、 A);d \.\'i~h(' … 

k!lねにより、物産日'Alitこ仕活づげられたが、それは、純粋経iAJfi:たであ/ひ

仁O1I1lri!of the .')'i;irc of ，)'UthrJFi01ιdυHι川 an:)9e¥5) 157 CLR 4:'4寸 ヌトヲリア

:!-Iヲ Anns[1978J ，'¥C72S. 751--752 前掲仕~31! 

4'3 吋旬ゆhr11991J l ..¥，仁 ::198.'-i-61 

~ 11ιbid. nl i162. 

乙4コ ibul凡t464 

二日社5り(l> :l:?:J) 32三

会りIf日ずる

:1'121 
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最「円栽吋)-:F:fljl士におし ι て、日目1 】[工、以?のよ λ に j~由ワけだか、私 (LnJζ

Kぞi:h)はそれ{字詰5¥tであ iノ、その.F:l::+{:ょ議論のf、池のないもののよっ¥:::みえる J

/;'内{千 -，f th(' si，ire of SuthalaHd p !!evman (19向日)157 C，T¥ ，j~ilJ 

における被上1人〔ポ;ll-Jのl古求i主、彼ら白骨または彼らり出tL:[.訓ずる

通治の，知的j~再に慢するものごは♀いベ彼らの請求 l土、今ここでITf3 !-~カに

されT ように、ィ、追切な 1t~誌の結果、気温Lが剖j主主ト l正 ì:t 川J て主起され

ど、当'r売の梢fLまえはその f~(T;1-H I;~': (:.:. t0いする七~-~再に関する b のではない}

それは、基伝誌のィ、法二五さEl午により去されるjFt央公いし4民主:にシ;寸るもの

こあり、 つまり、彼ムァ}勺寸よャèY取得した時 '~;l，でヲ℃に {-r: プ7T 1 ， -Ct た、彼 ιコ

ジ〕民主的'1'の4主/ti_1のヰ引ヒを怜J'Eずる喪if}i: I却すゐものご去るコ A1t1ιダ 1

'1肘 tonrmu!:Y11 H01'OH;.;hι，'OI-[I1Ci! lJ97.RJ AC iZRに口し h て、貴決定により、地

方E交付イ収問は、建物の防法ク)険告?に」却し、後;ニ建物内 部門長国j賃借入¥4.) 

ともとの員仙人と;てまとはl譲受人としての両りとも l となる垣 l対l

河主「ノ、け、(-\，ll1U 示志瓦務を~うとお';/;--'され F ハ L(J 】 d ¥¥-'illlwr[(Jrc(ば

その755白において、 (中略;、ノl成Ll:建物りつ県石寄り〉不均サJさりため J二、

賃借人が均;、った 'ffi ';ITの;買切会 'J}""鋭ンムとは、 l 初 ~I内 \111a ，- C 川 1)、物却:';<;な

(ph，yuCJ1)似7てであ!)、そして、日j豆Zれゐべきものは、占有-Kn健康

または安全に対して1<'1の危険もない1人諸に家照を修諾 (I引 t:lTP; 仕るf

めに必l立な官主I1T'あり、 L事市Lニょっヴは 刻字体しなければ去らなt，¥;号合

に生じる費m ごありうる，)，)1 と (j)*if~~: を l明確にした 2-1'; 後続())晴人 i片また

は長期の21借人プ!);i{ J]l. 0< J ': -~-京以を取得 L てさま W:Hト浦強寸今ここ f :ìさ抗予る

事情 l おいて、 jJ~'アグ)イ、 J当 ~J な j民話にういてのヨ[能な詳1山の方J、は同 II~

凶 ord\VE~b ごriorcc; こよりもJ示されるものであるかちしれないが、私

111山町 f よ、そのよつなt，慌におい t九日きせられたJ[;:i，たを「物J白山、

物理的なjff&J' にすZ:， 分顎vもには、抗意えもって反対す1.:;-，，) ;~士Ìi'-:起ころ

7 例議または沈「によりむ起された、}f~芳グ〉構;71 またはその他の titAi 二宮j

する:浩司主的なお主にl叫して、とのよつなすJ持をと勺 λとも、柴玲町小適却

FFi伝て守合仁損A;なし叶〆損害は、不迫切なへIj';;}はすでにんす七するが それ

が知られるかよりjらかになる t-iIJに、当該~，1 産';-~草入ま子、;主活イ止 L 工事例にガ

~:-l~) "_~ 11山[:D78J ，¥C n日759 渇注239) をづj-;-J'-9 ， ，~) ，) 

l.:.~J9 ; ;11: す J~l (l <l~4; 三2全
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，.，ゲ，.
J 、山，.私、 日当常グ)物 l_lbRlj または ~YJ宣告すな訂古としてi:í伐には位置づ:.)られな

~_ 1 ，そグj ような~-例 fこ jコし冶工、民悔したといえる昨ーの財 lギは ìl~;約である U

建物自体は、単に基号E首、不迫羽なものであるこ lを理UIに、了:防説的、!向

却0'7なJ良子与」を受ている二U、えない ムい)):7):士、社物は、志憶がそ

のありさまであるとすれば Lド物i主的、物寸目的な訂tJ壬主けてし Aゐ状有f

fあると什 l ば1 、絶対に仔在しな l 寸屯りごある U さりに、たとえ草;~廷の

不適切さ売建物;ニ汁ずる物tム「的、物思的なJF己Jみるこ Jたができるよ Lて

も、ぞれ l土、 f~E:~.が生じゐ 11 ，~' :):では、 1守点灯じ肯人ずまたは賃借人 f三、 i~;痕

に少 L も U'~、本をもつことはない、その 4 ろ全財産にメで j る 1-n0 とあろうに

1'~'j; または被害 l立、でのような界人戸支たは{昌明人が、市枇あるヰ磁の知

訟もないまま、所合格ま P は貸住砕を収得しと時J戸、または、 ぞれよ i1 1え

になぐてはtめ ζ被るものとある 某廷の不;噂切さを?むら/~しゅ込ために、

取得された苛内作または賃借権C')本来的主的情(こよ i!f:j泊|されるものより

も，1~'; し 1 1)，置が支払われる J また;正;有利の言:t.\ 功、.1f':J 立さわる)域;台、その

記文句の汗占ご、 1"1らかのそのようなよ員失まλはi員dごを有Jっ Cいるものとし

てみるべきTあるかは議論の余地があるc より fプロ チω欠戸、(二、恭詳

の小;w切さが珂|られと主いか明らかにならむ ν、11II1) 、 1.1 けを仏わ~~しるべ 3

5見!jと[よ判り山三れごいない{口()iclt'n~iム同bl ♂ loss has ~~Olr.εhOlr. e) 九である

ずなわち、購入者まえは定借人が所有権または佐伯住をその問に[主陵町

λ、直切さが川られるか胡らかになる HI:~二 j 烹却すれば、 f止または彼女は暴

1誌の不地切公に d る j~;土J 乞ま"たく被 f、ていないU よれとは引のア n-?

子は、このほう刀より好ま L¥，'!::、私〔口Cζ!ηcJl i土話えるが、不謹切さ

がはじめて ~II んれふ小「ソゴムかになゐドJ にのみ、現主の~慢のぷ ;fii しじさい珂

jm~i- る何らかのお失または幻~を被ると与えるものでめる「その u::;: [長踏

の不法i;Jn三が知られるカ l明らかに令る にしか、占見jえに宗芹その巾 j品 Q-:j~~

幻滅ノジが'1-，1〆ない しかしながぺ とむらのアブロ チにおしても 建1>)

七成段、 ~t物のflj訴を持た人刀三和よるし」ろの、忠実の*1i!の天地c:じきに関

連 iる担うたのし吋札もが、その本質にf弘、て経済的なものであ

~-1; MUlj恥 r-1091:: j~C 308. /:67イ6ペ

二日社5り(l> :l:?3) 32.'>， ~2()ハ l
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¥主 純粋経済損失を防ぐことは、地方行政局が原告に対して負う注意義務の

範閤iこ含まれるか。

Lord Kci :，h (土、まず、伝統的な法芝、 lnJls判決、その{交の判【止との関係を

考察Lて、 4 nns 判例を世~T;E --;-ふレ九fl~;桂川十も I 私 Lonl Jくぞith)の自見でl止、

/ln出ぱ、軍"されたj圭寸自にA対コけよ)れたものではなく、剥認の青'Jを¥'111:) 

出したものふMるt ，;:-(1:新種(1)責任;止、性質Jおいし不確民公法王司L より。

かL、!ムし組問。〕状況ド j也吊される '1能性のある11-埋に E什、ノL-t-iされるもの

ごあゐ J そして、そ ι乃広い範囲の状川どは、不動H と!日J設に身'JY' も今、品、)~~主

;去が:古切に対処すると今まで次しご当えられて 2:，j::か〉た止へ況であるご lLC;!:， 

4111山刀、、 Nt)かのは、却にKLtiづけら j:しノj、2'-:liたむのむはなく、裁判:11によ

ゐtl.;去の「汀ずべき C刊を剖り H'，し七もので品うるこ 2テノ「わ認が〕るべきごあゐ

と忠う 斗 1印式乃三有用可~戸、ロ 11 、 A I1IiSがk，fi汁桜失;こ又す;0;tgJ:+法1.為責

任;こ均する?云紡山な出土早と守):告するじj能性を立寺山 1:10¥こhすることを勺、L亡いる

とこ fJI ある口 lnl1S吋決から離れる:とは、"'¥行川'i':W士がめちゃくちゃγ;た

〉ころのìJ、の ~g.:jfにおけ ω陪克也のぞ山見を再橘後「るこ♂は説いようもない引い

Lo!.'d Kei，h :王、ワ，'0(に、 1mω判例の変史にコいて、政京的な考お写を千う n

Iつ;こLL 'lIJ1!S -Tr例は、ィ、4ーまを抑市iI:し、製泣および主主主告の掠苧の¥>t:r子)こっ
な古、るてあろへ古\やりすぎ Uf~~(土夕、山、となる また つは、 imωi'IJi;'C(よ、

危険とと:、手建物の所有者をしてJJIl:t~主 ξ はなく陪辺を奨励すゐかもしれなし

/]¥従(士、本件における/]{ごとく、成也での売却を半むかもしれな1.，'rrまだ 1

つは、 :¥nns判決は、 1'1年間も存続してきた山には皆立すべきむあるが、市夫

子行事を j---'-: よCi る|布、または、池jJ 絞間が~~;f寺を命令する l察、 ! "jj ~-~主 lをされ

るようなタイイ九千司法ではなし(〆ノま :'1、 ~n川判決が存在 tiG;，{、地方不時閣

の支立、う':{:険料は民?くとり、 'l1in." l!l決を?;'疋すれば、そzーから解放される利j

i，があるが、 ln川判決，;..;;r、ノとしても、家照 ;91 有??の又 11、う 1~~除外が飛躍的に

晴天る Eつなことにはならないでありう。おそらく、年くの言FXが、本1tにお

口ゐがごと〈、保険会社どうしの争v、であ心点には注厄すべきであ 1.;)，ま!:1 

コl土 .Ut山下1i又は、 il 北レこょっ℃ョえ切で 3 るかもしれなし、炉、そ υ)，~~;-1うえには

論珂(:':1に 員じたl中、日:1fJ{与了七せす、てのためにら~kiJc(;守主 7@'f;7t};~ 1/、i-;J即件宇

品視する jjt->'~しに陥らぺd る kことになる〔品 1誌に、 Alll1S半1;~J、 l土町政会が建築者，

~'1弓 ibid. ιII ~71- ，17の

l2CI; :11: す J~l (l :l~2; 三22
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J県-~義ィ主として泊切で "-.h ると与えるものをはるか l二抱えて、 i主主主主に者持を課

1， 'Cいる山}よ屯要ごある Dd~'ct;v(~ Pl'"(:'r:lis¥'S i¥ct 19'/2 ぷxJJt:立物ì~L19~02主 ì :..'.J~' 

k 、 J間弘、判tJUの作文与台、すべき政策1:l て亘'~な制定法であるにもかかわム

f、 ，~i!liS 半 iJi元はそ1L(あま i]注2してUなl，，'u-'"'-んなもの、〉んなこ1てが左;

本的には消安 D-'f~訟の分野;二人るのかについて議論の余地かめる L 、 '、
ーム〉、また、

人の手;j{:れこより忠実苛およびJ2~方機関に対して認される義務内計羽および|辺淳

につν、てl二、

結論く.;

ウ;J、にき?ねるのが尽き「ある

A_1lns (.土、 i主築条例jまたlま建築f.l)制C)，'うすを硝保1るべく比りき1"コうJ棋I1S(こ

閃し、 j収方j造問 \=)~j'~- て祝?ミ 2 しるべfi， iL !-JJ)注記義務ジ〉範閃につい、0nシて判以

をト L./，_'0)で、それか，.，離れなければならない J

(0) Anns [1978J AC 728t Murphy [1991] 1 AC 398の論点ことの比較

立、 過失策任の認i'iの判断方法

A li11尽の I川 d¥Yibcdon'(' (止、技ιの'jlι桁をi品)、の;二例に包摂 L、徐々いi坦
失法を Jn/:;~!問に促iL-q- るという íft米円五法を治たし、 242陪アブロ チを1;:"e;:封

すべ3であるとするοiド'.t:;{，¥; ~は、ノトμ 行為者と J員害今散った者の世によl 接な

([)[G史J~ll: ↑ y) または近|訴の川町b~J lO Uム hood) 院係があゐかどっかや問ろもの

であ 11、21父潜行は、 i 段階行で当定 cfし t 作:~(jt務をて::?:~ないし制限?る浬

下hがあ乙かどうかをW:ろものである、 Lorc:.¥VitbCrfe-nCC ~，工、この T 段階t: 0) 

部111の右吋の判叫にJ:i0'ご、公'!J-卜の除草と義扮をよ'1えて1'1、i1、戸の義j与を訳す

ことができるかこうかを与!さする 1 それは、 7Jウ〆 J ル7戸建物内所付託または

日イ但1'1対 Lて負"義ttであり、たJ、に志づく主併の漫才を経保「べ〈合;Fjl的

な日震を払う拭fさである、 と結論つける

ご71に対L、 ''vJwrthyの Loいdf<cithは、 2段階ア /uーチのうち、とくに 2

段供日のテス p者存立する。つまり、 l 段階日で詰定され允庁主主義務えTi定な

いし J川l民ずる111111が.'eるかとう，0.(!)考!A!:1: (') "c' (工、注忠義す守が拡張されすーさゐ

ので、従来njii去いよけ、新規I~C) jß~夫羽骨!を過ゴ~ c) .l:舟夫総刑0)泊li!'i:より徐々

10 判決l上、人身被'"，=のみぞ賠債の汁象とすゐ 特別JitTあるj;;Ji:去が規定しな

い事沼については、 枇71、である也う、i)、が直月される。

" 川悦附Jn[l99J] ，..¥，C :-1汐8、72

二日社5り(l> :l:?J 321 ~2()2 j 
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に創出させていくべきであるとする。そして、ついに、 LordKcithは、

Anns判例は、過去の確立きれた;1、現に志慌づけられたものではなく、新種

。)責任を創り山したものであるとして、それを変更寸る。そして、最後に、

I心 j-dr白ithは、 Anns判例の変更について政策的な考l者等を1"iう点が特徴的

であるが、公共の利益に基づき建築者および地)Jtf悶に対して謀される義

務の範囲および限界については、立以、に委ねるのが最苫である、と結論つ

ける

② 損害ないし損失の種類

A作山の Lord¥Vilbcr[orccは、公法に基づく条例の先住の日目ド」と、通常σ〕原

81Jとから、 lr物に対する損傷についての恥慣を認めたりまず、公法に某っく条

例。〉先住の目的は基礎の弱さから'[じる建物の損傷を防ぐことにあるが、その

定物の損傷こそが疋物のJ1I有者または山有粁の健康または安令を危険に曝すも

のであるからであるーつぎに、通常のl原則によるmさの分類によれば、建物に
刻する損傷は物質的かっ物理的なtTi予てであ i)、回復されるべきものは、家屋を

修繕するために必要な費用であり、事情によっては建物を解体するために必要

なf雪崩である。 最後に、建物の附有者または占有省の健康または?長引に対して

現也Jの危険または切迫した危険がある場合のみ、建物に対する損害の賠償を求

めることができる p 最殺で、 定のしぼりをかけたわけである

これに対L、M附州l'の LonlKeithは、オ)ストラリア段高裁判所判決を詳

細に~[附して、建物のf日慨はが?前日失であると附じた。 -hで、 fWI此ある建物

を晴入したRldYでは、建物の市J品価値が約されたものより安いという損失は顕

存化しておらず、 f~1抗が明らかになった時にはとめて、そのtn失カ{~Rttイヒ寸る

とするアブローチがあるべ他方で、 JWiAが明らかになった時にはじめて、 JR抗

により建物の市場何倍が減少するとするアブローチがある。いずれのアプロー

チをとるにせよ、以卜のような損失は経1角的なものであるとしたυ

(イ) 日本法

以|の判例により、イギリス法においては、受約者から建築物を該り受けた

第て告は、約束:r;に対し、過失不法qJ為に基づいて、 E目iifEある建物それ[[休の

賠悩を請求することはできなくなりた 2 日本法においては、どうなるのか， lc:l 

下ごは、 最近の 2つの判決をn;1しくみておく。

[2(氾] 北法:JD(1-320; 320 
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(a) 最利平成15年11月14日民集57巻10号1561頁2:，

{事実I，¥町立株式会干Li主、大|辺市以成止にお"'~nj~'./~1'之'にnH;'iSおよび販

売を，1:到し、 18D':げ島 u)-'r5 )J301: 、 Y1圭築7品目前 EQ~}H ~，~ /~，j 、建築子

だの本{いさ:-:y;につき ¥t染経認のrr誌にf史「っすヰナヲめの設計図:うの刊況を依拐
する去三もに、主主薬定事長"内申 1自;読のイ'¥:r;を委託したυZ二fH長沼の建築 i事は、

7.:t，;荘左当事J、(:+~ bS'~lO年己、H:';f}l山むによるは I1 請のもの) 人そのよ見悦または

当主注かr)、 級建築ふまえもは一級建築 f-'O)i.;t~;十およヴI.~事~埋 J 土んなげれば、

するこ〉ができないものであった i円建築蒜ぺ1 法 5 条のつ、尻建築蒜，:\ü_~士 5 条

υ) so ) '0 

Yの代表fi'とある弓;ょ 仁子元の51Ri肉声メト↑下明仁、 Hi94(f成(、 Jと(ifl 2 

これを添付制舎}レ亡、 /¥0);;人めに本件建物の建築確認をrc請Lf:Jてのι4、

際、 n(i、?主当'1産忍ql諮問の l 予防1甲71欄ι 一級~t51:Eょの胃需をイすした 11 己の

氏名を武設するとともに、日を工事If，~瑚 f?? に寸る丙グ〉三42J:民 (1去が二平日~;b唱す

令工 ζ千戸内ぷマるとの記載およびBの;:;2:7:州1':1のあふもの(，...作成し、二オ1を

己の建桜花認斤詩書:こi会L'~!:. 

1.事iig')Ifi，釘ω属i11:之、建築基ぽ1王扶1;株当j上、建築主が i串ゐ干riij~ずべき

ものと川7ζ され寸いたが、ブて以 rげにおし ， "C(土、建築士による工1J-~{;出を:;-~:持づ

ける法的規制を実効1 あるものこ司るため、 'Fè;築主が~:t:事品:ll也Lト右没陥でヲベ

さもの片?旨存己九ごした 日の巾詰苦の;r::i立ならび(一選定出のf'f，l:&:および浜{，]

(土、 Aが、不作法築n1t，:1申】誌において、上"己の十日書に対処するため、 IIに対 J 、

工官官三年計}よ七三Lごあるが、 itv.s確認:1請さには Bを工了r官開討と Lに記載し

ておいてほしいと l必l占υ、Bがこれに応t:て作;&したものごめっ丈れなお、当

!日、 11 ~ i Jテ子問[こl土、 予防即4tJ約(士約針さjしておらヲ¥将来、市首討さ紅るか否か

も松Aで品った

お l rr坂 11 引長i'~j 完m所判例市説i、三M.l;;-) ;、i'iよì: 13~ド I主 ) 34-i9Q， 

本エ:j決め許守1( は巳っさのものがあるハ鎌コ-';}~， (ロ:20Cω}辺:1.4むjジ)汀12り的90'(平

成l同5年茂で宇jJ'J，ι~-lト判u例併孔1 出幻7貝‘苅i川i司1'/長、'd杭古f(は2
; 太l山J引心l口(20伎0-1さ釘 N沿3L口79ω口号111丸t只E司!; 7六て白Iιバ4#弘JL、 (は2小ω.>1υ)11広、法2おE芸;2 号17穴7只， 釘|ハ

I~同凶ヰ{μ」並~~はL:げω戸沿0') ，1) 半斗1e円L出;おfわ';;-j;弓:;-1拘n:r半mしJは り16買 下十f引 (:!O(J:-J) V、i/;~'I 
沢 1) マークス 30-~~ 川氏・ Ij'-ld1liJTl:: (20f}j) i:史学G9ノι1-~~'l/Lj 良;小島;t~ ¥，20(5) 

U、Utl~~き l~ 0つII日頁 耗怠完了 (2()()(-)"~)} 4':.タ 1?]，;:;口(平成17年l込上要民事

lU外fllむ刊 s司自 1

二日社5り(l<11:>) 319 ~2()4 j 
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i卓築宇平;工、 199，1 ~， 'I'-r友G';11 G )Jソパ 1:、本刊i主主主昨認申"自:こっき、添付さ

れたil-三 l'r;g1 0iおよび三下常珂 f をノ三九1:与にZ つ去、 i主築物 OYilrl向lが~;~-説草準閣

イ毛剤 L;;主~ .~-泣 (('i るも的であ之}と侍認し三。 Y:之、設戸川喜のド 1&日 ζ ぴ建築f許

認中詰手続じっit!jグ〉報酬Jてして、 Aから llGノJお削)()I'Iを文Ji、おれf¥

ふグ)1-毛、 Yまたは 3とAとグ内1:山Lι!で本{件下建1物-じぴ;、建主築主 1専レじニ♂うつき 1:事事=疋f

有稲純"泊*hされるニとはなく、日が本l牛????却の忠実工:']てにつき工T慌珂にどたること

もなかう「ヘ日は、建築がhiP認さ札て.L:~::$、手1t建物の建築|事に渇し、イ叫ん

の拾国をとることなく、干足首した

Aは、援築ヰ1来:施÷者として本刊 i生物7)建築;上主与を行ったが、 子夕刊号、建築

除必ず..，支げるために↑下らせた卜罰 '，C)訪日:珂再ふi'l:IIJせす、よれとは誌なる池一丁

|ヌ I却に基っき、しかも、:~'tl _1 、 L事監i望者カいない状態で建築 j事を実施し

た}そのよ:め、 市民な析T< 部分;こ lî~， 、て!主主宅~:'主 ;E を受!jたi[宅名物グ〕ニ十1'lと異在

る工事が主!;i::，され、その結耳目、本何辻物は、 i主主在民辛口、が要求する情 tj:itJJを

有しないなと¥AkなlT<抗のある定格拘とな Jえ二一

Xらf止 199:1 {平成6i午当日: ']、 A から本件建物をその数十~(ともに隣

人し、 f~~;:4，j20hH を支払コたc ところが、半刊建物は、主守ZFあるにもかか

わり「、市阿川jj 時の羽r~IP;j が大きいてと、今H:~，に多数グ)屯21がと主じたよとなど

から、 Xら;よ、その'i(-I"判}説Fwli~~ ~-8 くようになったいそこ t 、 X らは、 1996

L平成%)示三月 1:]、 ¥:一女.;.]、本ft建物に取引じがある1::L -C、ぷ件建物ぉ

よびその敷地約売買契拾を解除する旨の芳守友不をした{

そして、 Xムは、人lこ対L、 /~_:1契約の干し除による l阜状i司 Ij夏 ~，;，.t;，LU万 11];1 お

よび液批判保責任にさきつく Ji'.:ム民償 ι;笠12安III'I!)万5/1UU円、ノIjlfトF数料1パ1方
:');，:;n[IJ、慰謝料却のU[IJ、7守護士費用引)()UIIJ、ノト訂削 11)附:;n[1 1) ，t， して、 ま

たは、不法行為!こ恭ブく tll、古関償としに、台'，[-5111h09白河町支払いを145求し

た J さらに、 Xらは、 Yに対L、Ilはm築i:i1 【 F成ゃ年μ、手II可3'9~三りによる l立

if ，jiJのもの) 18条 1J比一勺'1tっさ、建築 iとしてその業務会戒実に窪行すべ

出$凡さ寸話吋ておく

)さ築一軒法(平日主主.， 法律;J"})5号によ乙C:¥l:)'_:i;jのもの; 18条 法築+i土、
その業;h~: を主主交に h'.' ， i-t誕f喝し)J誌の;0]卜に F号めなければならな νc
2 建築 1よ 訪日1-t( q丁う場企においては、こオl存法令止は条例の定め

る建染物に司 tる丞キ通イ'i-i一るようにしなければならなLυ 

:11: す J~l (l > :118;三8
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え或携を1"ってい乙のにこれをfてったことにより、 XレJヂ1!て士を佼ったと主張

1， 'C 、不μ、~ J 芯に主っく損害賠償としゲ、刊とく、吾川、IE万ω~OIIJ の文;}}

〆lく灼 j~>

ノ<::，r{地主主(主、 X んの1¥，c，itするi古、Jよじつは円ん〉を認めん F右わら、 1'¥~土、
Xりに討し、売買契的(/)解除にJる[手決回抱 ('lf120hFS)および工法行為に恭

っく損害賠償 l笠ffl;費1:149万l込!!())同lイ手数料141万日辺C:1J、慰ciil'，ム00万

7号、投 1"費用山山))円、小計4引)J()百三0円j どして h計';91;!Jf即日!I円令:正Jム7E

う判示Lた L 泊レ、文らの Y: 討する詰〆Jdこっし、よ ~i 、寺、 1r; したすなわち、

: _1-120銭築時認庁読書および浸定!Hd(?)μ己誌のみかり。本内法二句について、 Yは

Xムに:C， i 、 r~抗 日、 18条 12に#フ主、十~広岡1Jノこ，こじJ) _-';~-Pt lJ: ~~尖;こ遂

行すべき叉務を負，，て町、l_'ものと認めるのはい難t判断し犬、

文ドコ /;~i明日正しとれなお、 ~<:éi'!i、八の支払能力が 1 分となかっとた ý; 、

背任グ〉古院が4大'i'L:)には重要こなった事誕であξつ

r人以，1~'; 決;正、 X t)グ)y(対する請求の一部(1 ~~) lX' μ'~~'?ミした

YCう

まF、Yσ)Xら(，:対レご良 J):t::iみの千~- ，~τ1ゴニ fJ内容に'ハ、 C、つぎの t う(，.:

いう n 実際には最後まで 1.事百F湾与さ約l土給給されしながうたのであや治ら、 B:こ

は e 本件主主物のw主宰工7ベこっ 3 三宇*-~刊を行行づ\~告はなかコたっ l か L 、日 l士、

u らが事1&，)主主となると表明して~t従;Ii!f ;~，の中請や ~~'1丁!、"0n~と徒出をf寺ヨ

せた 級建築士とし亡、 1 が:-~~:P;fd阻昔な L で['jJをし危険な建物を建築 r る

ようなことのないよょに叱隠寸べきであり、 Jどの町民を欠く場合にl土、法主主一上

辺、以来 1JJ:'jのiJ!Jとする戒火fこ業訟をI:うべ主義跨)こ注Lz:たというべ弐であ
る。 そじて、 ょぷの同:倍、 f主主主は、逗築一正から U)~，品入t::にメずしとも負うべきであ

る，がし、 1)は、この上うな配市をするこーなく、空快催認H:↑γ業時を履f

した後、 !事官d型日;古i~:について放置!だのであるかり、 この義?専に違反した記、

のというべ宍とあるピ ，1こがてJ勺7J←抗士である B1:-~ë .t:ずf と i る Y:ょ、 Bが

"ゴグ〕石:務ヲト怠 J 丈こ~: ;ご ti) Xらが被 JよJfi'ムについて、 日義務違反と祝

当凶呆関係のある民乏でこれを同 fd:する義務かある}

{ 建築士!王、 i士山吟涯を'子つ場合に %JI.-'て、 ;:-~-.が，;1三十日司舎の γ おり

に実情ごれ Lいな、ミと認めるときは、;trιに、 i事璃 i白:ニj上ロを与え、
二L~tilll~::] がてれに伝わないと ::q士、その胃を述築平に?+i ~!J Jv ;，~~ ¥. fればな
レャなぜミ

二日社5り(1'311)317
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ぶして、 μがつ釘"&の範 hliこついて、っ:ずのよう lこしぺ。

: X九円-11:':，'.=;'-はj¥の持!〆L、乍J)i: $~よれ発 I1 しむものであるが、 l清"ゴ

認で;ヱムの迄iJ、|すれがfわれ42こhはあまり;刊のない争地であ口、立ず

しも雰らに予「ーできたιまではし、空[cここ己、 |半「:LI盟主の変史はA

l取れ ee主るとこうであれ 日が i¥においご11当に'f{ifiの手続をし、工

事 Tしていふのであλうどぷえ?たしてもある科収れわや;♀ない市iがな

いとはいえないこと、及び 1\ グ〉義ヂ令違反(T; tj::__~互に照りすと、 B の前記注

景品務淀反[之、 Xりが被ったi!i7iをエEiSJJS，'160円〆パ三人 '19ム1JJω20円]

として その 1 存:JJ~;主について相1 汁 1)，1*間際があ ξ} と認めるのが判 i当む

あノコ ti ()) 1古'， 1立、それそれ2--15}J円 jX2人 J↑90JJr;-:なる

以下 り'):) t~ て-'':， 3

Y記、仁JVし/三リ

長抗裁は、 告を交j出L止。

円

[辛IJ決]まず、建築 i法 (3条から 3条の 3まで、 1"条 i ばかり 31ftまで〉、

および、法主主主準u、条の 2'σ、はノζグ〕都日につ1、ι、つぎのように v、う。
な心、原trJiki土11衣~ ~:，:)_:18条 1 芽{のみを挙げたが、景品或 lよ徒数の身!';ュを列ノJ=-:

L ，(いるこシに注意すべさごある、

i l~~~';S士 i1、及び(立主宰i事Jμ、の戸記持J~j: の趣171よ、引:為市J の損l 議当こを

する場(-:-，'-おけるその詑戸l及び l事王立さに係。主務を、くーの士L撲、構造二字

これを治す1);.::， f J:I，. '1早ふ山門的技術を有し、かつ、 v、令守(J)定的;-c:-)，' 
い心レ t、、

る建築功の恭i'¥f'.~，お今した設五 l をし、 ~è(0 f生~i:-1吋菩のとおりに 予が実杭

されるよっに工予防却を1J'うべ矢口のiUr')主1??が7不ぜられ Cいる一殺到e従

l、 母建築?又;ょ木遣建説 f-::"~_独占的に行わゼることにより、垣採され

る立~坊を建築茶呼関係規定 l 迎合さ t{ 、その某，'í[ を?らせる-=- c':: c':: Llャ

も(i)'{."品コて、建築拐を詰築 v 、又はll'ffi人 jJうと 4る背;こjすし、建築去5

1羊関係~t!ノ己 \=;:~U干 l 〆 安令枠i4;が確':~?手才な1't)築物令長1 " -ずること夜 7民

日~集57岩~18号1598 ，-， 1590 t( 

;[1: す J~l (l ':Wi]三6
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なkI白むの っと寸るもりである

つぎに、逗築!の守門家lして特別の地iuから、建築;の建築物の時人省によI

Fる義務なU、L員11をた立すみれ

「このよっ{こ、足築物を辺 J乳し、 Aは購入)ょうとするうff:二対 c3.I，?2::芯

準泊ザ~:h[定に述fTυ、安全性咋がi(rti伐された建築物を虻i主ずることで?の丈

のに、立32上にはi:t宅物(7)設計十及;:TT.:';'I咋l平等の専門家としての特別のJJfJ，

Fが与えられたいることにかんがみると、建築ーわ立、その業務を行う(こ当

七り、お 3R( 等の廷!ま:物令晴人!よ行とする円;こ対する関係~"~ .t3l"-( 、 yt ，~~

j ')'-t-'， Iえ1f1建築主主準Ji'to)_I-_d~各却~ÆI，，~ ):品規制lの潜1I見十谷弘にする行A

Tf、そのtIi.'nJ '1)完売3刊を失わぜるような fJ)告をしてはなら/~ぃ法 I'IS義務が

Zちるものと， .うべ与であり、援築ー析がi之子手又i主治失によりこれにI苧反ラる

行為ルした場合!.，?t土、その行為("~ --1:: ~j 泊ーか快コ七 i:r:築均0')隣人包(.，- ):，Jし

ぶ ;1、行 l~ にたっく[三世史汗を fそうもの 2 筑 7るの 7) '1'11コである 2 「 uJ

子1"、以;...0)布引を本件に:wμj-4る

vの↑t-jl<者であ 1)、 級建築士 Eある D)立、 llj;1惜)、主主之島碓認申請書(一

日が本1'15封切の述築 l事について l亭主主躍を千う旨の実体:こ沿わな、汁己載

を仁だのとあるから、 Bには、 RC!Jが工ヲ常時をわわな νiことア明確fこなっ

た段階で、建築基準関係士lλりご述反しん注築 l事が行われないように γる

?め、本(J1建物の¥tλJご|ポが素手さjしるまでい、人に iポ許可問弁の変更の

屑!ilをさ止る等の沼切な措置をとるべき 1壬日七誕fさがあるものといろべきで

ある J ところが、 B~ム r中町王、れらのI引の去す;ゐ国もとるずに .fjk 惜し。

れによ 0、 Aが h;r'，各北定によみ制的11，;';昔日町ずるここ事官iケ~(. 仁、士、!耐の

実効什を失オ }-t{ーとものごある治主、 n のよ記各しお[士、~記法l巾義務 iこ j~l

失により法反した違法?為こ解するジ)が担当であるこそし仁、えうミレ J重大

な Iむ1;Îtのある ~'>1十恋物令晴人 LIニ X ~":.)は、

::>， R:t~山岳10 ~j-1Uïl i{' 

m 民主主:17当10 号 1567_~

二日社5り(l> :l1:J) 31三

日の王子元 i主i'L1 J為により握手与や

~2()8 j 
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佼った二とが剥 J 泊、である{したが~~，に Y 辻、 Xらに丸lし、上μ己in7;-:こ
っ主、不i1、1，おに君づく賠償主任をf'lうといっべ主ごある←川"J

):，(1の上うに判示L汗うえ F、Yの損害配的京11を認め、 Xりの;ι}との 部

をci.H.下干した[主需の何断:三、以上の周1月をし 1入ものとして、是目立することができ

ると針l前づI.jたり

{検討]建築十が、 j主マョ h1i 認市"古 f 悦子代行する場介に、建築子，~事監理

事!ネ」を織対する巳 3も見込みも士いの;、主主主主確認q:，古宍の l下京JI71~ャ，Ft~;こ11

10コ名削をμ己載する辺朋が 部にあったといわ札 k 計り、これを建築ーい)~ム

貸しこIT'l'いことがあるI 本斗l土、民法 1:(J)名義貨にの字社山11'，;な'1lt刊であり、古今

1立を公し犬、建築 1:C})建築物の購入者に対するイ、法行1/&(.主っくJ抗μ 賠街立11の

~，í， :;'ii払ij ;æ炉 J云ったものであ心

j;' 本付(王、本稿で，ニ t~治 I ~戸てえた移転させられたJ買う廷の嘉例に}正当たら

ない口*~:，立省 Yの契約違夜 i よりそωJ 省Aの代わり i 第一首 xrj止失が牛じた

'T'，叫でもないL、あ0'，'、U.:， 'y'のJð'i 9し1、 iJ、行為によれ A のltわりに X にj~J，が

'lじた辛{切でもな 1.'" ノ好で、 y~，王、 A この町で I 事百咋提示Jを給結ーなかコ

た:とかふ、契約i1、 C，AのZ件銭紛の建築工事lこっき工1"信組 jベミ:-/0;:['告を

民行ここはないリしか 、 i也りで、 y(よ、 it;~~王事\.~，(-~〆て|事正湿すると表

明Ltこ〉から、会J;?:V、人そ Lてさ円i一、私iJ、;、八円本ft建物の建築]引

につき、 4珪主芸築走恭 i芋可も係~~れ~t担プ定;に~，週宣合しい、 'j，此Lνい〆汁1、す十等刀
るべくし、工1干F幣珂を才行Jうベ主弘ι法j土、的義義'Aお))-をfれ1うこと}に二なる yと1との湾fこ契約
(ニ締結されていなL刀、 Y:はi¥(.ごよゐ i日抗ある建築物())建築を ~!j_::-'"9べきT主

務 ({fl，f.t義務;が認されふ白 r'(イ、YI為/ドij、千苅事問、 A-nns [197.sJ AC 門部

および gnyThy1.1091;弓九仁 398;こ涼似する事;だであり、専門家の不実支戸にま

たは業務過誤としう O，"C;止、/川lleyf3ylllC品Cov !!('ll口位向γInc;sUd:1964 

'¥C -'I(j:，ま止は rnlil('，-.101;('S ~~ mri] ~ ，¥(日07に拒私人ずる事例ご品。。

ーと引の義務引枝J処に 3いては、長高裁調布， :が、 JdJ'1' J'-J.，)に苓つ¥条1耳

cコ;十烹.;'o;;:J哲じはなく、建築ートC) η主的なけ子守点fZ であることを ~Jj t)う誌に LT

いるむI す企わち、 ~t ~~:' ~は、司法物 cn新人 Fiこ芥l 〆こ、死 h>~ J:7"!ょっ各規正

:::;，; R:t~山岳1()~j-1Uïl--b()8 臼ミ

日 Thc.-:lbazcrG i1977l i¥C 774の民庶民も禁夜百や供出とオるここ ft1f屯した

l21沿J ，11: す J~l (l <)14;三全
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等α〉規制 L建築±による設I~:'JすJひ| の実効 I~l を宍わせるよろな行為

を L てはならないとパう辻、的義治をめj-L~; ることによッ〕ス1ふ築士つまり専門

家的不法行為責117肯こLたのであ。ヘ

:去し}、↑の義務の今;庄が私~J、 l の義務を十'J だする小否かL司7dJ 議論!止、 1 : 

本法 J二Jヲ:，ても芸告のあるところにあるう、 士山出向渋も叶掠に訴訟する。本

判決:よ、と三烹 i;~'l、のれよ見正当こぴ趣旨争~~宍 r1月かしたうえで、 こ巳っす公，..'-、の科既

定等-7)地朱IJO)実効性骨'lわせる ζヘな行為 fしではならな¥，'.i-:い与仏(;¥).，疋務

があ"、その追l人は不法上ねによる相手号 t~;' 償責任を弾くとする そして、さ

り(こ、専門家とし亡の特別の責任も扶抱と L ご ~f-.;げる。 .1111'.'、 'PJìj;も。 同様に、

当該公;1、:=kLフく条例の道:::~v:存 l\iすべく台γチ:1守な月記や?!、行共拾があり、

その違反はノト法行l::r( 手よる ~f"!i賠悩賞杯全性< (-するこ池)j、本判(J:が A何ns

判決と違う点[i、 1つは、十、判決が、 1主主7i炉-bi約関係にないl主主上の名義

貸しの司、u;f為責任を勾 '/r!レたのに対し、 'll1i1S :;:; 決;土、 E主主~-fî- と契約関係 C

土な、が公，1 関係じあるカウンシル0')不 t主h1it玄 11;~ 汁:，2:したもう 1 っ

し~然乃こ 2 ながら 本ヱ:Jt:'~が、~ r';家のt存者(，.:井J')0白引を而珂 L/

Cr) :二刈 L、 'lmω 判決!土、公共fτn公衆にはする責任を悩lム〈柏l干した点、で

める J

'3; 担青山神数にハ v て、 イベ判決;よ、認~::f許除}二よる原4人目録

を不a、行l~(， たつくl!r，古賠1FiいLて認的て，，-，るが、 これは、忠夫ポリ、fTl};よ
り発生した純粋絞;前日失、すなわ Jつ、市有ある法1方自伎の1凶j:白的問「員をばめた

も(})であるとし aえよ? というのは :院~~とがなかったならばあったであろっ i主

物的価帥は代合に体J;~ されており、その代/の会結がフ霊法えれゐということは、

;~1:;tt:分の代金も、もちろん成部分の代金も、返還されるこ〉になゐかんであるい

C::C:. f日~試償σ〉詫阿?ついて、 rF 判じえは、 X らの佼ったお7;-り 1 訓松烹につ

'.' ，-c -+;:l~ ::~;:翠問係があると判断 L ているが、-1T去 li~ι裁判~之官 l止、仰、子:J 1丸山当否は

本了リυLのI'IJliJニずると kころではなく、今後さらに検討されるべき謀沼であみと明

言してしること(、 f土色が必'?~である

が、この壮1bたの 位以興:;:r:深いものがある、前:t~G9 、 71 、 7~-. 76怠沼

町百説。可:J招沖2S1.21)1 :':82頁

_)c) I可・前掲， :~8:r~- ， 

二日社5り(l'313) 31-'>， ~21ハ l
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(b) 最利平成19年 7月日日民集61巻 5号1769頁2130

{事実I，¥iよ、 1988(:1目玉If民主10月198、R己i9i;官の本件十h，のト fニイ人心

建物('1陪i~ どの共|円j ノ 1"と・;~~内円建築を l 事代合 3 位6660万円で l 占け負

行サノjべ〈、土ノド建築業全:H問fする会ネc:yっr の間で、ふ件前負手1mを的和
した。 AJ土、また、建築設 lぷよび企tならびに l一事粍理を目的と寸る公11

Y との聞と、本弁恋物グ)71-~:: につ宍設計および工事性;r::の委託契約合問針;L

L 
7 

ノドド;定坊はI99U 斗成人:1it= 2月J、刊完成し、 1990 千成ツ)午3月2匹、
Y白はAに対しこれをヮuミ践したぐ
x cコJ土、 i開()川 TY;:)年三門出日、九から、本件ート 1'"告代金 11;主499~J万l()()()

阿で、本件建物を代24治1200j.: 9271)円で、ぞれ守れロレ、;そlf、そ (J)?I波しを

受けたりイ"1'1土池および本f千百枚円谷11持元割合1;[、X，が 1分の 3、Xノが 1

7.r::n 1、とされた
と:ろう¥本{t:定物lはひび訓れ与のITl曜」がある:とが刑J"司uにき二て、

2006 (平成制午 7Hフi::、Xらは、 Yらに対レ、本訴を提起L/: つま :1、

X ら;二、 Y"に対しては、請負契約土内地'1:2.(ワ譲そけを州事_~ L -c f~.{~肝干11i主主

任に~':r~つ公取れ修補費出または』員害賠償を請求寸ることもに:::，;1 、ィ、 ìJJl 込;こ

山"社時三川号3:r王手e
本判決cつ許可Tには、つぎのものがあるコ;r.f辻埠史 (:?OO'i例記1f;辻、t1J21第出8

~}'55日以2(108.3) 録行氏務21~お6出号 12:3只松本ノニ美 (';1\1\口、"命 313-~}' 1Oの

頁、半 Iti;f1M~\ (二007.iω 針決菅υ 一工 ス7日号 !S?)頁町同{立(J(Jお i.) ~)、七61お

号18S';鋭'1ザ邦明 (20('えっ)1¥1:3L875号 ltて;i主l暗勤円008.3)民事法特，fRフ加
すι8lC。

ツ引が件E需長裂すi");f:J款お条i土、つぎのよゐに責任を訓1くしていた

'r 契約のH的ヰ訟にぬ Liグ】JIl1庇が，1-:る〉きは、肝[発注ずJ~土、心[詰
明恒]に対 Lて、担当の朗uuを定めて、での域対のH!:械を求め、または
修拍;こ代主もしくは惨禍とともに福害の陪情を求めることがで主るこた

だし、刊!}J~~が霊長でなく、 7) つ、マの引き補~'--過分なr?qJをf.:.するときは、

平[発件言)は伶仙 f求めるこどがごさない (1 JJ:Oc~ (JぶJ、行吋条に同
仙己、
ぬこじ

前」起による'tiJitJQ深刻問;止、 toi:2ヲミ(l'13 よひ~'I';1. '1のワ lìi守 L 工!'-~し i 後

;11: す J~l(l > :112;三2

'{ 

J
 
I
 
ーの乙
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長ワく十rt;:賠償を高六L、 Ylに]，1してl土、小法1;為に長て〉くtG7;-昨慣を l両求
したu そLご Xらは、 Yらに可'.-，十 ι~;~--物の，rf抗により 合計 61:¥主Hi96万

円\1\.1円 (!)m'~' マピ佼-，-，んと +_~R !.，亡、 H内余5佐丹;'-:i上び弁護 l変jJj2子主j万円子

ジ〉監理者に土ゐ検金台絡をのり Ii!!iし]の:1から、木造の建物にノいては]

午罰 右 i立・金，J;'J~:;il コンク T)，--:' ，i:ilゴニびこれ内心tsHーも建物について
は::1;二|日lとすοっただし、そ内最抗が乙(議員長j山市え Q 王たは主人な過

失によって'1じたものであるとえは iザをり年と L、2"tを10汗と jる(2 
~J'i )…」【民社日お条 1J日を:;;u以するもの)

J 建築設討iJの機器・玉川j装飾巳今一Rな〉の院主主tつv てl止、引慢の旬、
円|松町力、検/il-r:してrピちにての修納ま/こは取蒋を求めなければ、

乙[請負苔)はその女を負わない ただし、か;れたI自仇については、

ヲ l 波山円から 1 年間判 -f~~(j; 責や負お ¥1入自;"J ¥民i"l、6:-S";条 1J占企巾j:ìl~ す

るもの)

lエ :IJ 1:稔j-]:_fr! 二、契約のヨ的物ク)引汚の待にア 1.I Jヨ]ク)椴羽じがあ
る、とを知ったとえは 遅々;なく古出をも -c その日や乙[請 f~-'! 者)に通

知しなければ、マ 11JilJ 0)説定にかかわらず当該J~)j止の修椅また;ニtW;土

日吉附を求めるこ〉ができないに丈だし、(， [話口者Jがその1I:i"Jicがあ{)こ
いを*lJ-~ていたときはこの限りでごょ v 、( ，1 JTI) (叉先fil守宅5号1'179 --I7RU 

R ニJ¥民法63.1'たを山 1摂するもの1

l て アI:J;λ) の卜!l:;ái<'.: よ主契約の日正:j:!i~o)減うた又 fよ設mにつしては、

平(発?者]は イ [;P32 に定的ω却j湾内で、かっ、その以江、又;立学，tlR
cワHから G!j、汀以内でるとけ:T1...if、ア:1 JIj:の権利を行↑史することができ

ない(;_i Jf:l，) 0.-1 ~_民法G3Sた 2 Jft を制 H~ するもの}

~IJ T [1:::λJ ない L ォ~s ~白!の 7M'"己{土、前 11 条 ，1 Jt!})各，;(1之町や
仕様古に出合Lないぬ]が丙[耽f干すぞ)の指示に，[る〉さなど:、よコ亡

生 tた契約の目的の45抑止は滅失?'Iしくは段拐につし、て(土迫足 Lなvミ た

だし、同条~) .!玄 lすす唄のこ主であっ、も、 1出工について乙 l請負荷J内放

占y:よ市よな過失Yごよるこ主、あみいは乙〔日百釘在 うそl!)迫三でないご

γ 守);~ i")ながら下め丙[監理者.: :'-~;cl加しなかっえどき当f るよさは

この r~( 1) T0ごい(6 :lR)民主61巻 5号]ヌナ'i--IR9{i~) 

二日社5り(l':llJ311 ~212 j 
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"古求 L ネトql:すべきは、こじつね士に(土、ナJi却下円筒終費時がfrまれている

{Iである U

なお、 Xらは、 そ的役、牛{t-i元日契約の際などに説会の融資f主:I"i入銀行J¥

のJ主的が匝主Wi'な口、本件土J'"およif本予定物l設だされてし寸ーはよ主権を7:1ー

され、ケ升つ L、l'成H)-{:" G幻1711、本弁IlUっJ:::Y本汁 7~~t(土読売によりお

村:二 ;/d:~:":> れた CJコ

犬好地J‘むよ、不1t建物にはが引があ〆ふこと是認定しトつえで、 'y.，:J)限有:uB

{罪責任を行計三したがう弘、 '{ ~)の/ト法才 J 九 FfHi 汁定 L た n そ L て に生

L(;~ :)j~J目立以下のこおけである」

1巨ヱ守 I X ~:) (T)土張 J

市ぜl>J)司l'主青片j
び ~r'+;-u .lし詩的手配怜 iユl 刷

lイl 日惰lJ;，jj，;'，の補作資叫

lうl お市宗主i'町

J λゴコ白古 /，1 :tr'. {rまごの才一ノ賃IRメ、 tL5 による~t:f~'

ラ

両立費地

引枯'(.，:市

市訴k判

ナl註 l特肘

イI :1手ネの逸売元IJ右下

" ノミ宇(，')記号 li lt民の記号":~い，，'二

l句会

/子計

令

トト別、年訴さ町長

卜えがオ~2 t;:ご，)~~て

"憶ツ~ i J万戸別l'
l フι'A:3'1 の ~~-~)9nl-li;

.10i弓7:;Iつsnr:
し-， 1

1
;

(同日ノ;-g(州l円i

i億:QZ' l 7] í'~~S': l' 
?{.':与ょ90ヌ!，'ケGf'()1口

】H/j()76CI'J

2(J(l).!i州川ド片

山U~ìTJ00CC\円

。(E21州6方~1CUI' 
3借りCliY!:.;町行)11

~S(I\) 万代)(11;1'

:;it':2SU，I)j¥)(州 l円

ジわ y，は、 l仮に 却でも不iLiJおによる損害問慣が出められるような場合iご

は、 4<件!地および，;c1t建物が競売で日(!10万戸lで売却され、 Xらの債務がいF~~

分弁討さ1したわけであるから、金ぐ附)抑山O川i刊ο刀|ド川iリJJ苛?について(は止;::.刈f小刊1，川l

張ずゐ l民括伝三訪:61幸告寺 b号i凶&釘ωo斤7貝)九れ J と主張Lたc
しかし、 ti"51審は、 Iこの"1土Y1のイ、iJ、行為じよ'.てXらが刊誌かおfたも

のではないから、 y ，(/)手当日相手交の LFy，号は夫斗とある l民主(ìl 巻~，りお71.---lB72 

民)"J 亡判不しよ。

~:I;.; 第 1 者(之、)']，のように判示 J 一日、も

l 八の有L-Cいた y~:二対する斗件前f~"!;~約卜 O-;Tf:z抗 ~_W.fJt:M-汗馬íJ' ffi古ポ浅

は、イミ灯売買契約0)特約によっマ、 Xらに1武広され、 Y-.:.もこれを不正L

;11: す J~l (l <W);三0
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じた訂:会釈今I-~: -(土i393h7S05t-Yとな'i、 Yらはこれを照償する責引があるとし

この娯与には、取~i1E ぴ '1:害補費X らの ~a-"Jとを認ひ Lた己持羊寸べ 21主一プ、、

)11が2'まれてし、るi寸である。

Vっ1:yのイ、;)、行 為主任について判示Lト r ころを/パ円に必要な「点l辻でJ:市

してぶすこう は筆お によるに:， I'tclt予)υ

ナごも (}Jと主主的 1=)オιる戸

「よ，ご、，{よ、 XらL対し、;，:件出物につ宍、本件前L二事!}}:'<jトのTか t

~I t1県立f[を負うものといえる に集61.Z!:)日1日11民i"-，

L lp L 、「本判請負梨約約 _:~J~;_:::l条には、 f~庇担保責任 i こ/)1.， ，て前記前提

事実~-'1i 1: M~:';奇~:j:.2Gll c己誌の拝事J自が刈う之され亡いるかり、本fl主主ldの建

築設1，:リ{乃機当・市内弘itt'家兵などのI足fだに )1，"-C (よ、引1Ì~:6;j、ら I年幻
?可，=x らがtrr 刊行使 1~ 1_んことやモ張・ J;i:Fじていない本訴において、

Y nの沼批担保ftf~: を :rij うこと\'....告さ F それ以外の本件及び地~， [グ

円ナEJ征にういては、 ワ年ぷ、 if~ に X :)7;';'，;:';を和j了丁院をしたことを主張 J.L証し

、いないのじ、 y:?~こ故意又は重沿うとがある J場介にのみ、本訴で Y ，0)11，批

担i果責任を追及すゐ~とがで去るものとぷめられる

そにて、 y，，( ~ J♂亘逸夫が認め与れるかす下かは、阿佐(/)藍大り上、般日:t

を防止すべき注2主義務のノ7可燃性 問円性 定後請負業者とL亡の宗本的注
長義務力、併か、「方111丹苛引存.30-1司、義務浅反Uj程度等を稔台-15-高ー亡、許

取抗持に判析すべ d である J氏長Glt:~号1812F仁!ぃ j

シして、 Y.，;は[-.pc.重過'"が認められない::.l， /: (' 

;':; :-Jヨ訳li以トの?おりであゐ J

tk~' !J令1事ク，認ノ1':) ili.: 
フ オミρh!'防のむぴ屯 )1与の刊引rc，:.こ|剥 dる出悩百Jl::---:川、ご 日67:'方i'2U.:;I'J
体怜μ市相当ふまと!;tT!了f剖Jれ二点二払 i立市杓当のtR-1:-0~Çヘ台汀十吉良

l 自費引けを付加1..1会名，:

3 ノヘ干Jl日付のヨf村川Wd;r同位::1"1 す右手前 I ，~rt \j l 勺い C :~8;d万UI\)I;II:

l補引法 l ヰi全F卒。ノ 岩山情に持31J 税，~:})日χた全体Ji ニ#'{!(i

せ il-'j'lr ニl山T，:乙イ員.，釘1 台iI-6~Æ>万'，'2U ，j I'l

:i:' M 純H 白ト?=I-':~"I 円-

e，河ft費品に亡、いて :;ID}.rOCCI:I'l 

7 引越'(-i市ドついて r)円

d'， tT.'t ~t午、|にてて 日:))JOCOCI1J

tフ ごっνfごI ri:j ~弓 j主2~ì:S杏H肩、 "円
:h:， ~l詩 l 菅Ij-J:'-~ .--)~)て 61'0方occu円

11 相宍割合1十 í' 39:~-'; J ;i<(J:i fLJ 

二日社5りu以)D)3i冷 ~214 j 
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)さ築】詩的人;lF びに設平1ft:，}止す〉妥F ないし，百貨契約を持活〆 f二 ;~<r

fy又(よ設Ei・工予除却話口人は それ lろの茨*'0に草て九 iて 話口へとして

限佐子 i足音11 ゃ ;':1 仁省としとの[青ア主京湾fT責1T- 1~ 負うが、j..J 1:t に、 こiL () 

のテ子山行為が 般イ、1よれおの成立要作 (註(1)、出・はみ又は)011:・長者の発

'1・出判明{がを充た守旧::)、イ、法行為l恭ワくねτ賠償治求栴が予告/1し、
これは、 E百ね契約ごといしは委任亨J約の111'1')"('"ある辺築物にlrf札とがあり

れ奇原岡と してお占が発 Ll'場内でも戸T緑であるど閉される

')む痕担保責任等何者!利責任;土、うi約のFI(1，を達成するための!l'tであゐ

のに汁し、ぶ法行為Tt.{-千は、党'1した;自主の公 F公ツJ国をl叶る市|疋?、契

約 Cつ判l下?とは'1Ff院1毛であっと、内nはもともと古IJI主主主竹が毘なる卜
担保賞作は、.lf~:;!iこがt{ 11:すれば温9;::の h'此合同わな ν 、 ~ic~邑 3，責任であり、

違法性を了1備よる ι、事もなく汁民革cグ】在夜、コ'~"，1許交:1:.のほ凶手(-=- • .;: "ては、

ノ'1;;')、行為的決辺、作を備えないJ持 ~j があるこ)、:削1 にぶつぐ指令が#;干しな

くこもその頁イf歩出fえできるので、通込(j:;じ抗を町;1L1Jと[て成、F寸る不法

行為id-下よりも Zの通m範同アJミぷ〈、 Zの惟干IJj三守王期j間以、九日、行為の消
滅時効用|刊とは異なり、~;t、も、本ずの。う J 二、計(りに J っ C~ れをお泊

したり、~ ~Ý，立えは芸大な二位うたJ 寺の成す安汗を，:，:加する二とな--( 2;亡、

その場合には、幻i;it:y );j{ li~ こしマ!古げする不ii 行為責fごよりもその旭川総

司:止状えなることが多く、結局、向者i土、その適用範阿並びt住1'1行使持l

leJτ 消滅J寸効明記が株ミに異なってく乙ものであるか5、I削z白7言権をとも

に併存主せるu要性があり、 IJR;c ，1)況だがないにもかかわらす、放え'-， 

iH'fl~責任等の契約責f ーで込ミ~-，~れている誕地では不凶行為責11i 追及ヲる

二日本できないt:;~可宇るこ〆{本州当?なく、;~;征をJι 3l ic Lh色L業干fの

汁丈て下に対する不反行為責右か成，'，1 ずる綾城 lこぶいては、暇1~C+;;保安イTι

不ilJi-A 玄任とが請求松支，~Hf-9 るものであけ このことは、設計 結工常

理人についてもロ除であって、請負人としπ の WtiJiL~-口{足立fTある v ミ.;j:';i:1l

fとしての債将司、同1i-F:壬ι不法1，1，責任少が請求権校合するちの;"いえ

るい

そ!て、京iJ~qJ'，-;九iム〈ーの幅三等5告と主時に明，)ヲることによって、握手与見i

fi~お古?と格が発/'寸るものであるかり、注文者がそJ45討さ?と~~t ;~q';. 吉に1t:::)

~G:-J ，h!;義行 l長"号1813九

'11; す J~l (l > :lOS;三Ilx
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lCす口uに瑞剖をほ凶と l__'-C~江古が与をI!した坂戸は、け文品カ:、その jËfj し

た損害についとの不辻、1;おじ基づく福子年上士憤話.>k海中取得する、とになる

詩人奇み主主主主物プJ治 省に'完什問弐すしただし、民j止があることや仕;すと

しして/[~ i) I~r宇きれ丈ヲ渇合を除〈 その場合;之、円上 l 当 ~f阪反を l良国 k し

た訂士はすr!!しなt'0) f-乏にナ完封cをHi{凶去して羽合がす;/[した場合己、 R

lであるti5二 t;が、ぇ一(7)5[~生したj~害にツい l の不ii行為:二lJ:っく出再肘

fi-~，-，吉長枠奇取得するこ，1:¥ :~.なり、そ心地fT;よ、地し業者あるし土 i:，nt.

計一昨ぃJ~ 人の-;:~i'*.1 J' 1.1 に某プく tK害対 ftH計幼少，;Jl~Ì(!)限f!fE担保責任 l 宅っく

沼古賠f員イ責務とほィ、立 I1一連帯債務C):~!j1，ý~ にずっといえる出 l 

L( :を要約ずるご、主)1 l'、がir行為日イl:J、 i[j批が有イLし、右過去ごあ i，、

進法ν17fあり、 trJ.庇によ 3 ひ日'声が j~止すjL :工、その頁任を追及 fきミこと、

治 2(こ、 T白羽によ )'-c 3h~ 干した~~:~ (瑞却を l県内とした~~l~) (/)q:~二、持泊費

削 i より~í-fBljされる J::)~;叱 11f本がきまれるかはl叫ら刀でな 1 こと、第 3l、取征

:二よ"ご発rl_L /~~-!言苔 f取引を l点明 L: L /:~~員苔j の 1 1'に lR福じがh寸いこシを日

fとした有海泊Hこ幻慌があることをわ扱こし七烹1定価格の示額にかりi司喧さ

れる )~i抗告休が合まれると明、われるてと、がわ語、る。抗日のよu士、 l~z;l:it 白 f4，:は

がι奇i~Fjとであること歩 L~S らかに!〆て， 'るの℃ Yよなかろうかれλ

川一民主己b~主主5号1813♂ 181.;頁~

'68な点、第 1'tr:(土、ィ、王ht'tf{ 'f工に悲ワ(j日官日号泣教について、つ5のよう

: 5，喜均lごJ医壮7'i.:させたことによ jて負う不法行為に基づくJ1台間喰責

任は 当該IR庇によって生じた損需を賠償Fるものであるかり、ての損斉
却は、 l京引として当該地寂心〉補修会出相当主任であるが、その伺「込'口湖担当

初が当該r~i!;~tに岱円 1 牛じた建物の自1，値成長領を h出るぬ合には、その制l'

~;と減損害P*~ もって伝害者百こすることになる I でし亡、前記[ヰ的114〉亡の

じおり、平成五七ヂザ、行為1ti品、 1てL るので、;目'gfi買[よ平成 6~を基

準 して主主主され乙ニ kいな之 〈民放引きfi0IB!=)4"R) 

取~fFE ~弓 {λに凡ぺ、絡協費nl によ"金銭青何寸るか、何fil減J員うJ(' より全銭

三了置するか、 i土議論すべき向包であふ

二日社5りu以rl)3c7 ~21G j 
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以上。)説不的役に、 l請負人円減批判{主音汀とィ、法行為責紅との異内ついて

宅i~h~; る U

「おtミ人のJ1i!2才三f♀貝/工i止担出Jじっ日却を l士JJx:-r-も九めの巾JI~ムゲあ 4J かん、

t:;法63'1条iこし Aう町村f とは目的物が契約で定的九れた自由を五拾に共

有ト i，，，~t 1ミことをいい、 111J'J坊が詑集約ごある嶋{j'"(止、設計 :!lと5"!-Z(iS 

:血;を Lfn打、 l設計で11めら才したよぐ全説。)，示以T惜jえていなか J作り、 11 

約ご疋められた品質よりも低般の+J判を伎刑宇ゐ主:;.、 F丹市の桜;\i'~1大J行に

違反 j る場iT7ど :t で争〈、ミ~ófd圭築物がJ垂常備えるべえ ó~':8:阻任能を具千

するとの黙 'J、の梨約内芥にi王 jえする場介、 4 なわち、 lt'-~rs_4;'i手;1、等の百l:iu、

令0)2める基滋千当時の 般的な技汚水地(手准 L ない lj'主 L;~ !~工場内々始

絡を:1.t")Lる7ドび割1しを発生さ寸/::ようなl易合もJrl庇;こ当"るというてき p

ある。そし工、 I月期1I廿 1~ 貴子!:;t Jlf;:J:'~\うとτてイ千である/;、ら、袖修士要寸るひユマ

制わう)~生した域台、 1青白人う i主築士主主平二;':!とと干の苛J去す;の定める基2I: 汽~~

校訂Jなt支i'[~;J()平::;i'，;::，j，也lーをし、 このよ"なひび割れを発lj_ーさせ

ゐ」とにつき持i同宍であ勺て不法h.{.己責t工成立しないJう在場合「であ勺

たとしても、ごめよつなひび割れを発止させたお「;は、わはり--:::;j:;安建築物

が通信備えぷくき 111 賞・川町2'2~H有Lていないというべさであるから、限

切に k~与 f__ i)、話負人;はF'j[#::iE限立引がめるこ lいになる これに対し、不

法行為責任l士、資生した訂7;-u)Jと、['なう.fJf! を凶る市urそご、 ~jL却の~ A';!:は

'fF_閣行、にあるから、 22副で決められた安全予約強l主に注しな.'施工かして

限 C(::当たったとしても、建物(7)耐「夕、性に支:牢アJない程度 Uj強1ぎであったな

ん、院予与7íにおし、て補強を Tω こしを余J義なくされ;~) (i.---:::t 1. ¥えないので、不

法行為上のrG8'-はぞi せず、 f巳引Ijl~}ij戸、買 IJ では;抹できる情強 執t:こっき

不iLiJ為L二基づく民再結l'奇話、はご去ないことになるお .J

ド-，fi.乃

なお、不法j，'D灯時えでは、 Xらが本イ己主主ttVIJを)りl有! 、おり、修諸費，[!iこよ

り合銭円7価してモ汁危ないが、二社:J-t点C:土、 Xらは本ft遠洋Uを読売により T
L士 L とおり、修伯尚尽により金;主祥何 L ても I-~;WE がなし 1 とはいえなしリ思われ

る 叫下の算定司悶およグ算定ノL去を柔軟」 ζl二え、 25烹の崎市内価伯;';:k.tiは分
l こよりや5主計，引J にもよいと苓えよれる子、桔i止はWl;*:~ 、~~Jj没検j;;- :〆たいに

万すお問おうきさ照。

;(I:) h!:集6~ J~ 5号1815---131G只

;11: す J~l (l >:¥0町三併1
J
 

ーの乙
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以上を裂約すると、第 Iに、不法行為責flは、設計で決められた安全ネの強度

に達しな'..，占也工をしただけでなく、さらに建物耐久性に支障がない程肢の強l正

に達しない施 lをした場台にのみ、その責任をilHえできること、第2に、第 l

の場合にのみ、被害者におし、て補強をすることを余儀なくされるといえるので、

不法行為上のね古が発!Iすること、前3に、第 1C)場台にのみ、補強 l事代に

つき不;1， IJ 為に志っく胎償請求がごきること、がわかる c 第 3 の白は、 J~~耳E Fí

体は経i斉Je¥うたであるが、賠償されるべき照会であることを明らかにしている。

事件の解決としては、取抗 11 休のHl;償請求を ~æ，~ft したものである。

大分地裁に対し相同l両裁は、 XらはAから Y2に対 LJ院此担保責任を迫改し

うる契約上の」也f止を1誕り受けていないとし亡、 '{zのfWifE担保責任を行宏し、

また、本件建物のげ~4此について小法行為責任。〉成すが問題となるような強度の

違法昨がないことを司、疋Lたうえで、 γらの不法1-j為責任も什疋したり

Y2とY↓の小司、行為責任について段而裁によるl民判決の要約を引用しておこ

つバ

「ア 建築された建物に取抗があるからといって、その請負人や設計 l 

事耽迎をした者について当然に小口、行為の成すが問題になるわけではな

く、をの違法1'1が強度である場合、例えば、請負人が出丈{i"写の権利を積

極的に侵告する意同でIH此ある Hu9物を製作した場合や、 IH此の内谷が反

社22性あるいは反倫理引を帯びる場合、蝦4此の程度 内零が重大で、目的

物の存在肉体カミ社会的に危険な状態である場合等に限って、不法lJ九寅任

が成、7する余地がある。

イ Y内の不iHJ為責任が認められるためには、 ト記のような特別の要

作を充足寸ることが必以であるところ、 Yらが本件建物の所有者の権利を

積椋的に侵害するE図でJWiAを生じさせたというような事情は認められな

い戸また、本ft建物には、前凶自作定事実〔中目的 d己載のとおりの暇脱があ

ることが認められるが、これらのね庇は、いずれも本件疋物の構造耐力上

の火全性を脅かすまでのものではなく、それによって本件建物が社会公共

的にみて許作し雑L通ような危険な建物になっているとは認められないし、

彼抗の内容が反社会性あるいは反倫理牲を帯びているとはいえない。さら

に、 Xらがヱ張する本件lt物のでの余の暇4庇についごは、本件}f物の基礎

や構造く体にかかわるものであるとは通常主えられなし叶通ら、{反に椴証じが

北法SDU玖):J)30日 [218J 
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17tFするとしても小法行為責Fが成，'，--d-ることはない。 したがって、本-:"!

泣

えな Uい、から、 半μ4狩爪与引)、 Xt) ())不法行為に基ツく l泊"、[...~-(土)1j!ItJがな

I判決l 最両裁は、 Y2ク)t~l}jl汁11':["号右につし 2 には、既存ク)判断を足認したが、

Yらの不μ、fJ 為責任~，_--: ~_) '.' ，-c [止、とくに!局、替のトRI引ilJ加古、の予]訓lよ是認可る

こJができないとして その浬F討をつぎの主うじ品不しト

i以ちは、そこにl叶:下4る昔、 子二?切〈者、そこを訪刊する者等の

tt々なfi'によコ、手PII，ミ 2しるとともに、斗設立物グ)J:~1 二ワに U:1j1 J.0ワ史物やi己

lÞ'，-~宇プtFryなしているから、建初;正、こ札らの建物列用者ペλ詩人、正行人益事

(二c， T 、併ぜて rl~~;' t正(í'~~ど t '~I ，，;のごと命、身件XU.lH):{ を r~.~#tにさ

らすよとがない cにうな火全性をf品λ工いなければならず、よじ〉ぷうな式全

;"1は、 n:;物と Lての基本的な安1引というべ芯である でろすると、5ct'lお
の3主張(，:..j主わるぷ計昔、拍， '者及 ~)"T~~~!d王者(以 f 、併せて J レ:1-~t lJill 

l おこ'i~ いうっ立、廷初の廷主主J当 T:.I~ 、 .;Zli;~ ~J担保にない罰 ~t 右手:ニ

対する問係ぜも、当該性物に銭初と L、の宗本:'(1な友金性が欠けるてとか

ないように均L喜子、すべき注主義務令負うと併するのが相当tある、そ〔て、

J支計 i出 I 者宅ーがこの正識をまった手めに建築 ~5i ~ t 建物に建物;しぐの

J主主的なヶ:〆I':Y をm争うナ~~:I此が rちり、それにより肘 íH;等(J):'Ï命、身体五

は射!if:_;，')(1三害された沿f:t¥:= (よ、設"il!. Hfu三軒当こは、不μ、1J芯の成立を uに
する話が ぶm:j止の n 了下を加什くよがらこれを r~ ~ Jすととして当該建物を貝いi受

けてL、丈ーな Y特えのゴキ h古がない限:)、これlよって:i::~ t-損害じっ"¥不

法行為による町一償責任を負うというべきである υ ，~.什:訂等がさョ主連~-m(7) j，主

主主;からその"次日主主 ~;;.1:rjた??ごめ 3ζも異なると干のはないυ

(2'1 京本は、土問此がある建乃の建ザーに換わっ土日計十 指 l者等 l二小i.t行

tj 責任がÞß:: i!:>1 るのは、~-;の違法什ァト泊三であゐ場合、ちiU え ~j\ 建物の某

町内寸ヰ尽く体にドかわる J~jjjヒが品 1) 、十会公共平Jにみて詐容 L献し」うと主

危険なzt物lーな Jノている場合等;に限らわるとじて、ノドf斗沈物的問jJLについ

て、ィ、決行為手f{t:;LW可う工うな強庶の速け、性があるこはいえなし!とすノコο

~:() .h!;集(;:寺5号177つRs

l219; ;11: す J~l (l > :¥04;三の全
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しかし、法物七〆ての恭玉的な'j)，:.tJ:':'!'!lをおなう ft}却下がある場台には、小法

しお主任が成立すると院すべき fもあ 1て、;;1μl牛が強l支eある場合:ニ限，， 

て不~fifTt)責 tf:1j 認められると併すべき珪UIはないー仰Jえば、ハルコ二一

の手 j:'iのmitEであっでも、 これによ汁fEE守専がi重らのf史吊を Lてし
る j為~ ~，こ巧 J存ずるという、r::.{，'(.z!i身休を危険じさりすよ λなものもあり

得るのむあり、そのようなm，抗があればでの日物には恋物としとの注+
的な;正全住こそJMなっ間以ヒがあるたい行、きでめって、濯物心基礎マ桶透

く休?こ椴庇がある場合vこ限って不法f，'t~ 責任ヂ忍められ心し!砕すべき用

自もな t、')~-，二 J

t"Lて t:i A tft Lt fQ:判iえをj，出禁し、不牡建物に建物としての基本8'jな文全性

を棋名::-1 !~1征があるか行か、あるJ是合;はそれにより X らの被っと土台再 7がある

か斉唱¥等々 Yらのf、iム行為責ドの初年につ v 亡審尽さ吃るため、zs:flを品審

l 主:しじよ! と日

[検討1 本件以、木杭で+に挽長JL 亡き λFZ転させりれ /~j員失の土ぃ勾';(，.:

該当するっすなわち、 Yりの契約i-Ft反なし， ~J局長/ト法行為:こより AJ)'j にわ lパニ

Xりに経済晴夫(濯物のごWit:が牛ιたものである。

本ρlは、 Yムと Aとの1M]:.恋物J~~i; の設計および i 耳監J'fの妥託契約なし川〆

fdt1宅;-.1約がeJ主L!山手足Pある したがっぐ、 Anns[ 97討JAC 72Bのぷうに、

公法上。)PJ.j-fぶか lコ丸云上。)義務を埠~. n¥-;j-，i，、't:もなく、長判、l'日立1511'11))111

7ミ t七日を ~CI ;j-l~-jGl長のょっ;二、公μ、~ (1) J心二与の槌じから府、i1、戸のtL立義訟を

導主山す必;ijもない p そこで、半:tU日とは、 ぶ 1干を ~\IMキに不出行為 ;:t:})~~!l出とし

t珂JFL、肝決Lt~のであるん

(~-) 市川決l土、 i主1壬↑立が.，量買でめる.:~~)白と v て、時j抵の 1);:窓が/7 ぷ?二>1'1ある

いは以主主時性を布びるJ品̂，と、 Iヨゴ止{ワ程l支なゾ， '.，1人lりが主大 r、 ~-~ ~:(r!訟の 17fyt

向 14:'が行 fL-町J に危険なA人1t~である場年チ例に今げ、その E つなr劫合(.:~役立して、

不法した貰ffが成立する;l;J也があるとし、巾1'1:コ3ける限f![:':土以上のような状

号、;こないとし七、，ヘ法行為tt~千 C) 戒すを否定 νたいしかし、本判決は!岸川氏を

什>2L、?でご却に注物と l 〆ての且ノド 11守な安全作，~t~.なう W#じがlあふ場 f?には 不

け、1;:1-，&i，_~よる若 fi~\ 手ffi: ;L'.ftうζ し犬、

日付集r，:寺 lj号177つ-17'i:;tfc

二日社5りu以)3)3C>， ~2:';ハ l
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./lnn"日U;-i(おける l建羽のヲ(fiおまたは占有誌の偉原まだL土次ど

に対しご士見刊に，J)危険または".}Jヱ1した危険がある沿?をのみ、Jl主物に対する絹干与

の詰喰争点めるここかときるとの判示に似ている l:tl.h‘小判tJUは、 λ間.，f1 

7元よりち庁、\小ì~):1J--i}(. 不づく損害出'{，(，1の貝任を認め?もの k 思わ紅ふ

;)j{ 'iリ況は

さら』こ v 、え~;f、 l戸、 ITi夫 ii 、上1-1[.<1)場企 t~l}jl:.ν)í~J平手?反引会 !~l*] る u 汁土又

f白河 ρ宇や~ i~ びる場合、 ~~i抗の花見な」寸J 河口が草ん C' ， II rn物のイI在111ノトカム'll
会的h危険な状能である五誌や 以外にも、請負人が汁王者t??の十年ぷIe-積fι的

に浸害 t る当回一Cf~立J;t.ある巨 l力物を製作 C 1:1考古;二、京 i'~~J 九貰任 lj~'札立ずゐ

余地刀、品るとした。つまり、 l京1可決(之、故意小法ィ為により '1じたれや;経清釘

たについ C~:"ij!音寺沼めなものと認することが e~ ょう。巾方、本判決}よ ii:; :¥ 

寸法行ィ山手よ:1 11 じた純利経済封 9-~\.-"つC，て賠舗を認め子、ものど百二することが

~.，- "'-，.ラ
ピごさ c会勺 υ

本十;)('更が以安ぶi1、行為;こより円じた前~~;j:九経済Ji'去について時偵を認めたらの

と可干することがごえるとすると、汁本i.t，:~じいては、投記不法千'711I' より牛じ

λ純粋経済晴夫につしての賠償が認め円れる戸t了ではなく、返夫九日、行為:こよ

り止じたf中粋粁済t~，宍にコいてもとど憶が読められるこ二こなる そうすると、

Jギ 'Jスtムにおい u 此玄ィ、UJl与により止己た純什経済j貫失:こっし、では同慰

なく賠償 0;-~-.:tめられるが、過失不反行為により生じた純主主主計t斉JWヲミに/山三ては

忠口Uぃ Lて日吉償が認めらない点 (J宍なっ「くるん

¥ま 最チての tl肝11:.土、本lUiえは法拐の::W~J 自体の賠償を認めたfJ;λ と J て岨i詳

しLよいか「もある三々U

本刊i?'(土、 l日三I' 1)也 l 三重等がこの疋務会立つ j~: j~: めに通謀された濯物に連

初，t_LてわxH、却な安全性を損なうIri抗があり、それいぷリ居住す子学の生台、

身体止はU;ji'I: ;)'!.長tきされた場台じ[土、設 1-，t.r.i I.g~与は、に f-l31fi J ，これによっ

ご生じた出害に山，"('不i.1、j)為による対償支i干を f!うというべきごある，J と

(防止は筆者 l新宝)に ζる U.I何快jL 、う

fーとえば、 f~x抗 *i る建物 t こより第一 71の生命ま fーは身 zボヂ綬斉され、被d告が

先!Iすれば、建築ーまたは清九人[之、当然、その被f;77を賠悔する責任を子:うに

， ，建築物引f~，~庇とい λ 結怯が汚訟失につ、ミて出資を認めた IU討と辺併すゐこ

ヲるこ、製)-0';防0)問'1;[:':，というれ叫符丙l!l.央にう v、C}桁情を認めなl、古川市物Tfノ千

7t:との関係~!j:古T'f l なければならな〈なる J 前;tg~主 10参照

'11; す J~l (l > :¥02;三の2
J
 
I
 

ヲ】の乙
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めるいは、城山>li)乙述吻により引 占的iS訟法物以外グ)，U-~-iltが予三吉され、加古

が発生すれば i主築ートまたは話口人}よ、当然、そのj~再をぽ憤する宣伝を f: う U

最高裁;三、その l財産J .^~) : 1n ~tJ の中仁、 l 濯物 !))H}{::J!t 自体」あるいは: i盟

主Hある白羽向仏Jを今むつもりで判示L?のであ7-;")かれここか~~)t;けでは、

判断しがた u、時l来な 1'13不であるつ

ィ1.1;さわうる'tiJ;;-J、l立、「ぞれにJ::) )百合計等rコ生命、身判、止は矢で〉ャが浸再き

れ t-";卦fT:: しじて\'，う部分であるヘ則立に建物の:[f.j':;Jit 舟斗→ない LJI~庇ある建物

1 11本が含まれるとすヌ iZ、あまりョユえのない.p:不であるが、角まれなvミ》ず札

ば、建物のま院批がわ三者の11tfri、(tiz:または則廷を危険ι容すだけごは|うj で

はなイ、土.t:t尖にと主命、身↑ノ下または財汁全73害じなければ安f斗は-jt却しなvミこと

宇なる

しかL、判例先乃コメント l土、つ汗のように、寸}

l設三1. j;主i主等の正ピ義務注反仁.;;:，) 2基本t't0 な安+性 '~H4 なうJ!'1:!;îEが生

じよ鳴き:は、ぷの二上旬こより、少なくとも建物の補修賀市平日三者EのJ員古

が立して'，'，るこみよノれるのであって、必ず:_-~)、その封[ペ捕~(.こJってほ J二円匝

かが1耳三与を折ったとLけ F とがm害出(建設ボの要件としにボめ l汁しごいる
ものではないと考えられ

つまり、五円J決l士、 Hμりうれれ決どは異なり、法初。)非日均七日f芋な t、し蝦ゅiあ

るタt~却円-[-:、の将補費 FI相当却の損害の暗慌を μrJ した二乙になる U つまけ、 E

小法は、イキリス法こ呉な h人過失不法行為による純粋経済JJi矢内炉法令官

セL/:~こ》になゐ μ

おわりに

J'!，:、治省 i"('nbじ r~l ， hi グ)与えむおよび1"1ヲーを料 fì して 3たが、治かいと

ころに人りすき L 、ノ、イ本rま~..明{うかに仁、こなかったりまた、土手許 (:t:~-:1'ì が

:主唱しきれ「、説明カィ、足し ι まま、自主討(~たたけの部分も数多くある J そこ

行 υ~j I:~ ~ ~)84 -ij-;j斗民/ノ、|、 36貝ご手

二日社5りu以)J3Cl ~222 j 
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で、最{主に、移転さt-，") 11た明そという刊!-J寸Jsぴ):r::f下僚をみながり、百討しただ
げのJJ:分 fこっし aぐの抗日行もで主るだけ杯!¥みて、まとめにltえたいu

( 1 )運送事静!と建築事例

本航で問題とした紛争iムつぎの 2 っとあるじ l つ;止、 Mjよ人から 'r~J ょ~:人に

J'i.Lb品の月子自枠が移転する H:;をに、)主i主人のlZ約違反まトはが;}.、行為によ !J}!生

送~Tilがお主丈または相悔しと場合、そのさ辺司"乃滅失主たは船場どし4λ 松害の見l

濯をi&が請求よるかと uうものずあるつもうムつiZ.3青汽人的号さずJ違反または
不/l、じ為による i~ h>~4想的取引ヒこいヘ損害 (J) ~&とどと市没 LC 、 ι主文計から第一 Jノ

建築物的所七併が移転ずゐ場f7 その賠償を詑;)'c;古米するか，::v;λ ものであ
ア
，~ 

以上のよ 7に、五市におい亡:土、 とくに了九六契約と?共謀契約を検言たが

この 2つの事案lはよさな泣いプ〉、ある日すなわち 逆送事例仁おし亡寸t主品を

訳注しと供給 tるのは、受約者であノJ市送人であるが、建築主0/:];.:1三いて建法

拐を建築して供給すゐのは、約束品で為る建業Jlである、こいう内であ

(2 )受約者と第三者の問の契約

選 l主主尋問におしも、連業尋問におし:ても、;~.:約長どな) 占的luJには選注品

または~;~--築物の j ~Î 有権乞移転する亥iつが成すしており::";、，:;.，~*():行には 0~~三 i片

;二，f，;j-!./ ~i五三品ま之はi主築物的所!J Wを移転1 る債務が発ぺしといるれ ν たがっ

て、 j!jLI~; じっ ;'t~{丈ま/~;主損傷も、主染物のJ毘庇も、受革J守的第 T:-iニ対Fる134

約j主I又古いし債権f5e;さと金!)、 ;;fi:"":'15-~ ;t ':'i" *~ヲf:n 井l して契約三号 :l ない :...-fl l {史責

任:二主っく J長与8rt1~雪之求める干とがご三るベ

つまり、返治品のはベま土は時計院とい弓折口も、建設1却の，n批といっJfムも、
れiJHf1_たである}そ L て、卒者iI守~H 丈こそが桜約違，I;~，;こ茶づv、て出伎が認めら札

'-'c;'↑，ji;.f司1J (， ti j '-}iICA又リャ129~~ 131)参百

7ヨたど L 、立去さウ!i*~に;};cミては、 f主よ告が第 ?可?こ代わって廷守I:~こ引を特桁

してお i人"文おがNi'}f者であったことは一烹もなく、お 布が最初から技後

王でdi右計 fもあ Jたといっ')1'例がある

，11: す J~l (l > :lOO]三以)
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る犯で?の位涼なのである戸

(3 )約束者による不法行為

( 2 r})契約刻係l刈し、 J豆、美人または誌負人ν〉契約違反または小託行為が

JJ[わると、どつなるσ)が

j畳'J-.:イ¥υ1-=r6{5i'たからJメると、つきのよみに、三うこと!;γ?きゐ

j主送事例については、;尺矢沢i'~ ~ J' ~t~ i去[よる í~l;:えは指 lílJ きれず、担約法によ

る桝決が Oifi された~，-(ごし←し、かりに、 jß~うとィ、法 i 為法に J る f祥ιたがじ J行

事わるとすると、とうなる均台寺ズておく 浬送事例におい lこl士、加害計:土建

送人であり、その過与、(手より発した出 t~土足送品の拭うごまたはお「是であノコ ο

つま川、市送人またはイ古受への1り有坊であ!;;)還送品、こ物l♀tei売が生じ Cいる}

さりに説日月すれば、ノf、'u、行持~~に、いまだ干許試人;こ rjr-f: 権力TW まっ、 v れ lぱ工

前送人グの)戸所F有杓てW主あ〉る{逗杢伝士送主出l川"，

i債F維が佼ヨ岩旨されていzる与/λ、J九ミ汁t打アであるU つまり、荷受へV手は経済j員:;1，;.:が与 ν ている
だけであり、しかも、それは、市川人への物的t，;去とまコたく-YJ:在るものであ

るJ したう，，;，-，亡、足送人の迅うとにより伝送品が世L~夫またはj員傷したが、ヶれは

が済損失予めることから、当j受人は連送人に対 I ご過失不1E行為土士:ついと組

'6=R'&f討を，)Zめゐここ刀4できない山辺l、ズくu、行品時(、 仕で:イ甘受人iよliJi古世
/]斗5勺ザーいれば、荷乏人。)附lイベ拘でrちるi返送IPiに物点下Ll7;-j、止じてし、る〔 した

がっ」連送八の過失lこよ l');'i中二!i~，j カ減夕、ま l''ょ損傷Lたが それは物(j;;損害

であることから、 f~T 主人はよ主J主人 l ご，，1 して過失不法行為に基ッいてどl台間喰チ

:J込めるこ》カミ-eきみ

i長築事例につし川一:土、 ;g;宍万二法行為法に4る解決がJrcruJされたが、そオしがイ

ギ，)スでは~C[がした E十三ではr>>tJ)りした ため、茨i;')~L:こよる解決がf→

折され丈 Y 仁建築事i刊においとは、力w王者は請負人であ l人その追う、に ζ1)

発生したお斉[土建築物内部抗ごあと 浪庇 L いう制需は修情なし"~再認の笠市

:こむ.，ご計許されるので、主12f;??苦の身保または日jEE;こ tj"-，j る J 括的l~~ では争〈、

被害ドに対する鮮従長うとじある…詰L主人と川正門の問グ)Xでな，契利的存Trか人、

2i，;前掲 T第 1~.:~t~; 1 t::i 

m 前掲I第1tb第 1箭

二日社5りu主jD)2D9 
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注文邑にとって l士、 l 士子i 人が供給寸る述築物的士~xáは Zf約三をlr ないし jHI王女 -:':r

:こより賠償主れる、主張尖であるため i手法提~t;であるこ;..)に ~jしてもW易に

理解ときるが、治 当にとっても、建築物ン)f~}仇ば柱済~n';tとてあるれ ν たがっ

て、訪負人のlμ丈によふ:七 lと物のlfl胡"については、それが?Jis損史であるこ〉

かり、2f)~15-~土泊負人?弁l して過失イ、法行為 l 恭つ， ，て?口~~-::;法を求めるこ ι

がごさな v人

(4 )約束者による契約違反

l 2 ;の契約司係に対し、;;"よさ人または~-~"，~人の~約i主 jえまたは不7ム q J為が

万[::oる乙、 L ミ「人，，--._，
ム ) 'd，' 1'，;)νノノ'1".

イkl約j去か込みると、つぎのよ λlいうニとができる{

{持 者f{- l-Ullh ，;ra~h) じれ，_') r契約グ)制IJ情 J と l結来的市夫 J0)1ズ引によ

令と円山、っさのよう(，，~ ~tf清叫失ヰうf治することができる J

;主i-1与と約lおいては、所送人の所有物である逆送品を荷受人::J亙)さ「るべく

護活とい与メJfoiが支払われる n そして、契約の同行によi']実現したい契約的世

間とは、 ~:1J 品を出送寸るごとであり、物坊をι北てまたは;副寄与せるごとなぐ足

i主ヲることで;土ない I たがって、初品が滅失するこ、 4~"1~ を返送することカす

できなかっ Jどとし lう昔、川、での与でが7の!日置はヲミゴ主 υておら「、 EE25は〉ζ1M;，な

いが、物lRが机/:t;;-i-ると、物品を辺;呈することができたと L う意味で契約の自主

的は)，現Lどおり、運賃iょ支払われる そLて、物よ111の減欠または損傷それFT

体は契約の日f障の太笑E40刈';Jj:Q [，'.~-ある刊以約jC -9たといへことになる

:士Jtろりにおい-~ ~J、討白人が主染物を nió'-J-るべく材f~-~tブラス ?f:-:'i::tそ〉

し ι う k，j~rri つ〉支払われる。そして、契約の寝fれより実r~ した v 契約の lìllì怖とは、

7削'lのない7.1';築物十位去しc-:;1、九;;-9ることであけ HRi抗のあるm築物え立造し
て供給することではなvミ Lえが〉て、建物に取引じがあると、暇止のな~ ~;主 1>)

を廷Jl~LL --C 11日給 F々 ニシができ士か/、たしい当主味?契約のf昌也は';tJ晃してlj

りず、 i了 l仰が文て人われることはなし、つつまり、建物のl~jjiヒそれ日体は契約の枇

1)のポ主主土.t:tてのものなのであF5

{イ) 官l-Ht:;剖JJ寸先1855(，の ~j ，!は、 f亡、主人か t)ii12'乏人 1 と三五三品の所有権は移転

川↑山首 LÚl 音:)~:.! 3 ~~:j ¥ 2) ("i"1 iけ村 ，~ 8)参胤〕

;11: す J~l (l > '!'，S; 2併3
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したか、契約 の五求帯はお転していなかった坂戸、荷主人lz日lコが悦コだね

与のために i'~，込ノ、に対'"ご不ì~Lq J為にお去ることもで主たが そのよ弓:ニ判例

(ニ発段せず、 ;~T j主人 :~t1両会人(7)被っとJW:;ーのために iJfj主人に刈 L て契約述反{

5ミえるこエが Fき;;lí- いう方 :"rc*U 例 lむf: ~C_，汗 暗号待Jょ券口、l即日年の1まは、

荷送人かえ荷乏人にi~送 J;(J)/苛千j 権が移転十るとともに、契約一クλ吉求格も移

止、づることが担保えれたの、ある ) 

建築事例においては わ 者l土、建染物の問仇向件;は経凶JRF人であるよの埋

111から、そもそも人法ぺJ九;こ訴えとこどが禁じられどりてして、契約(第 担

の停刊; ;:云 1999'~ベ幻削(王、ぞもそも市三者のためにする契約が認めんれ丸い仕

か Jだ。ミらに、たとえ第て干のためlする梨主りがlEめられていたとしても、

当事者がCJJ 者を Lて格引を行J吏ずるこ L を二三んでいなければ、 さr)に、当事

者が第 計をし亡封約違)メ!こ慕っく 11日詰同'iI'立を詰ナi了心こムを主主んでいなけれ
!l" ，OS=.Y.I";' 
M 、升j=--r-j¥'"、 子もそも宅約見反に訴えることが祭じlヲれるーそこで、公ポ'J1}{

がk(，j~，主 f 刈 L、契約違夜 i 基"Jして、第一長の肢コえ:出矢仁コし亡は憤を!請

";1<. -，iωrいう棋成子試行されるようになっ F そこご、注i主主1刊の判例立、JljIが

日夜され、利用されるよととなコ

{坊 とくに建築宇例を念規にした抗争であるが、受約苔ぜある;.-i-:文者刀、市三

首のノ在 J にJ日'tにういご白書官主ぶ言求寸ると情 JX';する ijf( 1.，，，クラ 1):-ド とJ交初

音であωfLJL昔が彼自必の役勺た鋭うたについて賠fFIE百以 9;~j ，~構成すと'1.ムい

グラウ〆九時j立するものとして主張される Jうになった〔しかL、"れi士、

wトの夕、きな流れの世じの小さな対--:-r_"¥.あると長[l論づけたい ミ;約見係江、刊の
沢タ~-c z:己るとか、日F償法理的例外ごめゐこか、形式論S'J には~~宋深い汁げでは

あるが、 古賀自引こ ~:fl ~;古;主ノ生わ(，な L、のではなv、力、jて思われ'，)、 J虫いでいえば、

1ht，グラ ρJ:'"1'-" 0) ~，::l λ が、担失を第一 {j- ク〉才1宍と汁泊づけることに，;: L')、受約

朽かι諒三円ーへの後のFi;f賞金の移転φ説珂しやづくとにο たとする、苦?守

("L!:ih:-;"elLh) :1)羊振に賛成， 'むさ土ぃーバJ

凶 'i完v、グヲ"〆 v (.::ムv、グ:;，~ノド のtJ2かえ汲み取っておか在

げれば/;;'らない ffilU，:'.:手、むし勺つ三干のことごとあるい VJCKわち、移転さすよれた

2':"d -HI.掲日 (1 } 主主暗 J

山"前ぬn(， 6) 参11官。

ジ8'市対 I第 l五日第32百 Uil 行王:)11参照

二日社5りu主jl)2D7
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11:、失グ)llilitl'lを実体法的レベルで畔rえずるか、訴訟法のレベルで隣:λ"るかと 1、

つも~}i，i じあるお ヨンド辺、にヲ iミl古す乙、二つである 一方で、受約1¥が約束

省にμじて詰憤'!C);.くめるm~.!;~ (7)範11れには、前 省が波っr:JC':'，たが含まれるのか
kい 7観主で問題を f らえるこ〆ができωに他方で、受約守が第 寺の訴衣担

当 Ji 去して EH_f:í" ク)依った担失の~~~慎を求められるのかこ v う同点で 1 ，11;泌を ι

らえることがご主るしこの自にfきれる結論lよ詰保しし今後ν川県誌と J たい J

(5 )免震立いし責径制限条項の対第三者効

返送契約における免苫ない責任制限条 lil立、返送人の怖そ人に士，j"-~ る不i1、

行必 i 基っく lH"t-賠悩の ~:r~l:\，，~;~せしても，~-;~，ピを与えゐ。これは、円限条約の批

准によれ、 1:_¥0' ')ス l去にお1" て七、河本法にお、ミても、そのよう i境たされて

いるここからくる

かり仁淀格認fJ(-~ おいて止免玄ない [E任か ilil:1以する去と羽音人れるような実

務が定苦「ノ、(~ q ;i ~:_r、どろなるか，( +"Jスυにおし ---1土、受約者がちE約違
反に長っき第 有心〉丁目失 J二ういて Uì:~償請求するという構礼を探 cjj するこ二か

らe ト;c::σ、ような特約は当夜苛下記、にも影刊iを 1-;去る:乙になる， C ZS:lJ、lこれ 1、

ては、第一省が末法行古}二基ずさじらが1支円ん似失i ノ1 て桔ぽ請求するとい

う構成がG!;'~: 己九 P こよかり、 l記のような引約が(y'ri: L f_"場合の彬警をはめ

ピ与える必叫がでてきたと t 、えよろへ tIiH:Uの t:J~ にた τ め、今?主グ)~丈弘とした

‘ u 

(自)一応の結論

例純粋科減損失が問題となる釦剖には、間烹損尖(，icocbcr1ω:s) とl'g4tt:

ちせれれたJG'たい川1~;kr 刊 1 10:-;吋があるが、本総でl去、役者会検汁し土。

{刊 イギ')スグ)~Ii -(~叶:工、 j亜矢不伝7j23l蒜づいて移中ムさせられた損失を1"1復

する);.1みを問ざしたが、 E 本の 'P!~ji 之、 ぞれを認めたと鮮されるハ子。)iLk:/:止す

る訪日ミJ土、はか )'11〆アなし迫。弟 1に、製造物責任以、は、製 EL均のTね牝11I本;こっ

2氾前抗日¥(; )イ U'g"1参J:~L

ラ、m:
，-" ， ~òWj 前掲:v【 1 )イh い自主212:- および川~\，注22;l)

;11: す J~l (l > '!'，行;296 
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いての昨簡を認めていなし、が 建築凋に河 tる上己の日J例との比較を〆なけれ

ばならないυ:;r~ 2に、間接損失じ間一よる判例および裁判例も 移中11;~ せられた

11"たとは事案笈型が呉な。と!.済ませて ζいことにはならず、工己中主jる必'l

がでてくる そしザ、この;;'-:J の会0'，#か山、イ 'r 1) ス u、〆iI~、 iJ、を出以ノ Lなけ

ればならといが、今[ミ(/)課題こしたいー

f立? 移山、させりれた恒すの']l-f列]に対寸るノム柄小品li論;止、 I，L:、っきゃれように

Lておきrい 7なわち、過失小川行ふう:~，:'il+茸説者 J るのごはなく、児約 t 什

格成をとることとする J これを主主与すれば、過失/卜法1J為責任:茶づき、利束

昔は~.~二者に '1 じたJr;矢をお二番に対し仁賠償 J在ければならな 1.._)と結成する

のとはなく、梨約責任にふっ之、 fJ東北は治 目;ニヰモにた桜失全交正j討に士lし

て活保しなければならないと構成するこ L とする)

日，;SS2η1 ドarll-;ler，P2r:s~ 教授らの論え:二、「移転さすりれた

1"，'失J事例jを、 C71、上ょの則疋7 または J~体に物坪lιな相手?を与えたが、 A と日の

|削の契約 または法u十Jζl が、世"ι;正Bのもの uw尖 となるむあろう桜央を
への}心主主訟己付る場合CítJt'9 之 υ 行まり、近常は 1 呑円の役三一昔の?に;\~

ちる損失かつ書巨の紋下町 {i'(jJ上に沼されやこすとわけである そして、 AとE

の聞の喫約の例と Lて凶送事例会学げるとともに、訟の作μJにより移長刀、牛じ

る外こしてnlの事例ぞノデげる オなわち、 Aの被fj-!~'(/) Bがじの過失ある遂

転、によい傷古を釘つれために、 日か月間働けな;なっ!が、市17EyI、は八をL-C

日給料を主んし ι続けるようミモ{奪三けてし:たc かくて、じの過失と制JFT去の効l'

が結合!〆た結果、通ょ Bのづ買っ三となったであろう点灯 民主) ::j~'~;Jí，;2;L によ

り/¥.': -~，~し移転 5 セられたニとにな(，) '>~1 

どころーご国

同高市えわ挙げる住~子?の，1'仰いおいて注刊すべきは、C 日の聞にな約がなく、

じが 3 に対して契約違反では争く Jl~.失工法;!為を ðr_~ L i，ごし:る点で，F，るお。本

事こ不品、て移転包セられたJ員Lたのうド例jとしと検討したものは、じと Bの問に契

約があり、じがRに対 J てLZ約7宝反ヲト7己1，ていみと更し泊三 rが、過'j;ィ、iH二品

を犯し亡いるともいえと場合だけごある日そ与であゐからこそ、生に)iべたよ

'8'1 I¥.lzwfo l::L，ss，1ni， VerIeOn Valen ::i :~e Palrr.er主上.ral1cesc-oPaムisi，i.iabili::y ~Cl r 

PUf" Finnnc~ρ1 L0おミ 111EUl'o[J(': "'¥n Ecol1 ()~nic Rc:，lalcmcnl (，200J; ~)~ Ar:lc~lcal1 

Jo::rn:ll of <':0打paraliv('Law lB， 1l{j--1l9 

h 返送事例ドおしても、 7生j主人の司(J当日lφI突l，1.，坊の奇心的のμ うが-)J的i

恋く亡、運;::i .rr，が減たま七 ~J ~日悔したボ例を柏戸たするこ f がごきゐ

二日社5りu主日)2D三 ~228 j 
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う;二、 :1j 省を渦央ィ、反行為法i，":'J: 1')紋j斉，-る持成を主主ttしたうえで、市 長

のために交約:丹念， ，て茨半0Uによりj土泣を詰ぷ主せる情成を氾ぷすることが:t:f

Eきであったわけであるお今

長判平成19年7月'-;i 11叉 ~Iこが l :050'1769頁の事件も、 cエ[1の問に4d約が存
ギf>}る事ιえであるため、 ;g;宍万二法行為法に.故済するべきではなく、契約i去

により.J!:i局するべ3εある とーlぷは結論つけることがでえる j しか J 仁と

日の同に~;~約がイー ú: しない主うな事前jが 1 :況で起さ丈三す札(-v、をれわ純粋程

、バ相i:であるから過失不法1';'"{.，::i'~ tより救{'r"rすべき?主， ，と恥一酉できるかは、

慎重に吸おする必要がある〕口本1云(之、 イギりス法r物辺自01民主人『J被告討

よび物:':(J損害j とがほIY:j (全波('(J)損失に分担 4るようには、損害や分数じな

い/ドムである

本市は 200/ ;ア成19;守山科ヤマ研究費補助令交付〔民器研究〔日! i f>ff先

代表'"は紅海返}<:;とよ学lL法公明究科の瀬1:11言夕、救投および:r;手柑|究 iB!!

の成呆ある

~òsr) ヰ占(祈 '1 :三 移転させられたJQ尖0)'1¥可として逗送契約千午げておき

なが白〉、約点者(注J~ 人 J 円受約音(，~~j丞人 の問 '1'_契約はなく、(法一者の

ため利保芯よりを!↑ろ)提示J京F工!J問題となム士 v と説明してしまったことがあ

るが、もちろル裂がれであり、このj詩を併:)'(日了 lーしてお支たい J 本相で検討し

たように、約束Jイ l沼送人}とそf.)fi' (ti] 送九}の問には斗快の?とながら~

約がuず下し、(治 ~ C!) 1，めU):1~日fE効手作行契約!一基づくものでは主いがj 契

約五主任で対処 Fべき問題であるム争守T明Tr提出Jの対第 守矢'];J ~-RU、の争点」

(2007ノ 233貝ハ

l229; :11; す J~l (l > '!'，4; 29全


